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プラハの二つの世紀転換期
― レーオ・ペルッツ著『毎晩、石橋の下で』の考証のために―
春　山　清　純
１．はじめに
　レーオ・ペルッツ（882－957）は、9世紀末に近いころのプラハに生まれ、
899年にウィーンに移住し、ウィーンで活躍したユダヤ系の作家で、ナチスの
オーストリア併合後パレスチナのテル・アヴィヴに亡命した。第二次世界大戦
後には、時々オーストリアを訪問し、死もオーストリアの保養地バート・イシュ
ルで迎えた。彼が、ウィーン移住後にプラハを訪れたのは、935年の再婚旅行
の時だけであったらしい。
　彼は、数多くの小説を書いたベストセラー作家でもあったが、プラハを舞台
にしたものは、『毎晩、石橋の下で』一作だけである。本書は5編の短編で構
成された長編小説であり、各短編は、それぞれ独立した物語であるが、何人か
の人物、あるいはいくつかのモチーフによってゆるく、また固くつなぎ合わさ
れている。彼がこの小説を書き始めたのは、924年、すなわち第一次世界大戦
後のことであり、943年から46年にかけて書き継がれ、95年に最後の４章が
書かれて、物語は完成した。出版されたのは953年であった。
　本書の物語が展開される主要な舞台は、600年前後のプラハ、神聖ローマ帝
国皇帝ルドルフ２世の時代のプラハである。確かに最初はそう見えるが、読み
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進むにつれて、本書が枠物語、しかもルーズな枠物語であることが明らかにな
る。だが始まりの枠はなく、Ⅱ章、Ⅳ章、Ⅷ章およびⅨ章の末尾で、枠が姿を
現わし、最後のXV章全体が締めくくりの枠を構成している。枠とは何か？　
そこでは、5歳の「私」が、家庭教師の青年から勉強の合間にプラハの昔話を
聞かされている。その家庭教師の部屋は、9世紀末のプラハ、ユダヤ人街を含
む旧市街の、「衛生化」という名の再開発が今まさに始まったばかりの、その
ユダヤ人街の中にあった。「衛生化」措置が本格的に開始されたのは896年で
あるから、語り手である「私」の年齢は、著者自身のそれと重なり合うことに
なる。それ故本書には、三重の時間が堆積していることになる。語られた時間
は6世紀から7世紀への転換期であり、その話を聞いたのは9世紀末であり、
それが書かれたのは第一次世界大戦直後から第二次世界大戦後にかけてという
わけである。本書を理解するためには、この三重の時間帯を念頭に置いておか
ねばならないだろう。
　ペルッツの作品は、「歴史的幻想小説」とか「幻想的歴史小説」などと呼ば
れている。本書においても、その両方の性格は明らかである。本ノートにおい
ては、複雑な作品の内実に迫るための準備作業として、「歴史小説」の側面に
ついて、その真実度を調べてみたいと思う。いわば「歴史考証」を試みてみた
いのである。取り上げるのは、地誌、人物、歴史的事件等である。まだまだ調
べたりない点は多いが、とりあえずの結果をまとめてみた。なお、「幻想性」
の核心をなす、ユダヤの神秘思想であるカバラについては、本稿では扱わない。
　物語の構造について一瞥したのち、順次検討する。
２．物　　語
１）梗概
　各章に表題はあるが、数字は付いていない。本ノートでは、便宜上ローマ
数字を付す。下記の要約の基礎にした資料は、Karin Becker: Mit antikem 
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Material modernen Häuser  bauen.  Zur  narrativen Konzeption  von Leo 
Perutz’ historischem Roman„Nachts unter der steinernen Brücke”. Bielefeld 
2007, S. 28ff. およびwikipedia. de の Nachts unter der steinernen Brücke の
粗筋紹介サイトである。それらを基に、適宜訂正、追加、削除を行った。
章　　題 粗　　　　　筋
Ⅰ．
「ユダヤ人街の
ペスト」
　589年秋。Jäckele-NarrとKoppel-Bär（ユダヤ人街の楽
師でひょうきん者たち）が、プラハのユダヤ人墓場で、幼
児ペストで死んだ子供たちの霊が踊っているのを見る。彼
らは逃げて、Rabbi Loewに報告する。ラビは彼らを送り返
し、蔓延するペストは何に対する罰かを霊に問わせる。答
えは「モアブの罪に対して」だった。ラビは「ゲットーの
住民」を呼び集め罪人を弾劾するが、誰も名乗り出ないの
で、先の二人に子供の霊をつれてこさせる。ラビは、霊を
生前の子供の姿に戻し、罪人は誰かと問う。「それを知っ
ているのは神様とあなただけです。」ラビは納得し、石橋
の下に行き、バラの木に絡み合うローズマリーを引き抜き
川に投げ込む。その夜、ペストが終息し、Meislの美しい妻
Estherが死に、皇帝Rudolfは、叫び声を上げて夢から覚める。
Ⅱ．
「皇帝の食卓」
　598年初夏。ボヘミアの貴族二人Peter ZarubaとGeorg 
Kaplirが旧市街やユダヤ人街を歩いている。Kaplirは、皇
帝に用立てた金を回収するために城へ上り、食事を振舞わ
れる。Zarubaは一緒に行かないが、それは「皇帝の食卓で
食事を取らなければ、Zaruba家の誰かが神聖なボヘミアの
自由を再び回復する」というフス派将軍Zizkaの予言が曽祖
父に下っていたからだ。彼は、橋の近くの居酒屋で食事。
ユダヤ人嫌いのKaplirは、Meislの所へ行けと皇帝の側近か
ら指示されて、食欲をなくす。Zarubaは、Kaplirの話から、
自分が居酒屋で食べた安価なのに豪華な食事は、宮廷の料
理の残り物であったことを知り、絶望する。
枠 　家庭教師Jakob Meislは、Zigeunergasseにある彼の「部
屋」で、「5歳の私に、ボヘミア軍は結局、このZarubaの
せいで『白山の戦い』に敗北し、彼も処刑された、そして、
それ以降ボヘミアはオーストリアのものになったのだ」
と説明する。
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Ⅲ．
「 犬 た ち の 会
話」
　609年冬。ユダヤ人Berl Landfahrerは、ある不運によ
り死刑に処せられる。最後の一夜を静かに祈って過ごすた
め、一緒に房に入れられた騒がしい犬二匹をカバラの力で
沈黙させようとするが、ミスのせいで犬の言葉を理解でき
るようになる。二匹のうち元Meislの飼い犬だったプードル
は、MeislがBerlのために金を隠したというが、翌朝Berlが
赦免されると、逸早く逃走する。それ以来Berlは、その犬
と金を探しており、人々から気が狂ったとみなされる。
Ⅳ．
「サラバンド」
　枢密顧問官Lobkowitzが孫の洗礼を祝う、そのお祝い
の席に対トルコ戦争から帰還したばかりのクロアチア出
身のJuranic大尉がやって来て、Collalto伯爵も目をつけた
ある家の令嬢とぎこちなく踊る。Collalto伯爵は、彼を嘲
笑し足を突き出して躓かせる。Juranicの要請により、キ
ンスキー庭園で直ちに決闘が行われる。勝利したJuranic
は、Collaltoに、音楽に合わせて夜明けまで命懸けで町中
を踊り回らせる。Juranicの部下でクロアチアの敬虔な楽
師たちはしかし、十字架や聖像の前に来ると常に跪いて
祈るので、その間だけCollaltoは小休止ができる。それを
妨げようと、Juranicは、一行をユダヤ人街に導く。Rabbi 
Loewの家の前で、Collaltoは「イエスの像」を望む。ラビが、
向かいの家の壁に、「別の『エクツェ・ホモ』」を見せると、
Juranicは改心し、慈悲の心を抱く。
枠 　私の家庭教師Jakob Meislは、「この像の上で苦しみを打
ち明けたのは、迫害されてきたJudentumだったのだ」と
説明した。
V．
「地獄から来た
ハインリヒ」
　Rudolf ２世は悪夢にうなされて眠れない。側近を呼ん
で見た夢について語る。悪魔の使いたちが自分の気持ち
を正しい信仰から逸らし、国の支配権を弟に渡そうとし
ていると。
　モロッコの使節が来て、Rudolfは自分が死刑判決を下
したHeinrichの幽霊、従って、夢で告げられた悪魔の使節
だと思い込む。「モロッコの使節」はプラハ郊外に住む父
を訪ねる。彼は逃亡して、イスラム教徒になったHeinrich 
Twarochだった。
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VI．
「盗まれたター
ラー銀貨」
　皇帝Maximilian ２世の若き息子、Rudolf ２世は、スペ
インから帰って来たばかりで、Benatek城の近くの森で道
に迷う。そこで彼は大量の硬貨を持つ二人の「夜の霊あ
るいはデーモン」に出会う。その硬貨は、「お前の未来の
カンマークネヒト」であるMeislのものだと告げられる。
Rudolfは銀貨一枚を盗む。「その銀貨が本来の持ち主のも
とに帰るまで、お前は幸福も平安も得られない」という、
霊の予言通り、Rudolfはその後数々の災難に見舞われる。
それで彼は、Meislを見つけようとする。彼がその銀貨を
石橋から川に投げ込むと、下を通る漁船に落ちる、漁師
はそれをコートのポケットにしまうが、そのコートを恋
する男に売る。男は恋人の家に入る。辞去する時、コー
トはナシの木に引っ掛かる。それをワイン運搬船船頭が
持って行き、ユダヤ人の古着屋に売る。その古着屋へ一
人の子供がやってくる。彼は、新しい商品のポケットの
中の物をもらうことが許されている。子供はその銀貨を
見つけて外へ飛び出す。その銀貨をもとに、財産を築い
たものこそ、Meislであった。
VII．
「毎晩、石橋の
下で」
　皇帝RudolfとEstherのラヴ・シーン。ローズマリーとバ
ラとの夢の中での愛。神の怒りに対するEstherの不安。
二人は、家のそれぞれのベッドで目覚める。Esther、夢
と知って安堵。
VIII．
「ヴァレンシュ
タインの星」
　606年頃、Keplerは皇帝付きの貧しい宮廷天文学者と
してプラハで暮らしている。側用人Hannniwaldが皇帝か
ら依頼されている占星術的判断を望むが、Keplerは「天
文学者」だからといって拒絶する。
　Waldstein（Wallenstein）がKeplerの所へ来る。Wは火
星がWagen座に入ることを期待している。しかしそこに
あるのは金星だと、Kは答える。
　かつて枢密顧問官で、今は盗賊団の首領であるBarvitius
は、逃亡するつもりだが、その前に「もう一仕事したい」
と望む。彼はMeislの富を知っていて、Waldsteinを仲間に
引き込んで、Meislを誘拐し、恐喝しようと計画する。
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　Waldsteinは、ある仕立屋の未亡人の家に住んでいる
が、彼女の飼っている動物の鳴き声にいらだっている。
その家は、金持ちの未亡人Lucrezia von Landeckの別荘
の隣にある。盗賊一味のLeitnitzerは、Meislを襲おうと
Waldsteinを説得し、決められた時刻に、Barvitiusの所ま
で連れて行く馬車を待つようにと告げる。馬車が迎えに
来て、目隠しされる。しばらく行くと黒いマスクをした
婦人が彼を出迎え、彼らは一晩一緒に過ごすが、夜中の
動物の鳴き声で彼は、居場所を悟る。婦人はLucreziaで、
自分の名誉を護るため、彼と結婚する。
　WaldsteinはKeplerに多額の謝礼を支払う。
枠 　Jakob Meisl、「私には、まるでもう一つの、小さな、人
目を引かない星、Wallensteinの本当の星、水星（金の神）
がすぐ近くにあったような気がする」。
IX．
「画家ブラバン
ジョ」
　２月のある日。画家Brabanzioは、モルダウ河畔の兄弟
の家に間借りしている。Rudolfは、彼の絵を自分の絵画室
に欲しいと思い、画家を訪ねる。Meislも、３年前に亡く
なった妻Estherの絵を描いてもらおうとやって来て、妻
の容貌等を述べる。別室にいた皇帝も、それを聞きなが
ら彼女を思い出し、思わずその姿をスケッチするが、不
満を感じて去る。Meislは、そのスケッチを発見し、妻の
姿だと認めて、Brabanzioに礼を言い代価８グルデンを支
払う。Brabanzioは、金を受け取って、国外へ逃げ出す。
枠 　Jakob Meisl、M. Meislは自分の先祖に当たる大伯父だ
と告げる。Brabanzioはヴェネツィアへ逃げ、そこには「何
かの疫病が彼を待ち受けていて」、彼は忘れられた。
X．
「忘れられた錬
金術師」
　M. Meislは、妻を亡くした悲しみの後、名誉欲が強くな
る。同じころに皇帝の資金が全くなくなり、お抱えの錬
金術師たちも役に立たない。側用人Phillip Langは、Meisl
との提携を皇帝に提案する。
　錬金術師van Delleは、皇帝と、金を作るという首を掛
けた賭けをする。しかし彼には金が作れないので、彼の
友、皇帝の暖房係りBrouza（前皇帝の道化師）の助けを
借りて城から逃げ、ある小屋にかくまわれる。しかし城
の誰も、錬金術師の失踪に長い間気付かない。皇帝も賭
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けを忘れている。というのは、皇帝は本物の「錬金術師」、
Meislを見出したからだ。Van Delleは、自分以外のものが
「金」を作ったのを知ると、動脈を切って死ぬ。それを知っ
たBrouzaは、前帝がなくなったときと同じように、泣く。
XI．
「焼酎の甕」
　ユダヤ暦新年の贖罪週のある夜、プラハの墓地で、昨年
の死者たちが立ち上がり、アルトノイシナゴーグで、今年
死ぬ予定の者の名を呼ぶ。Jäckele-NarrとKoppel-Bärは、
その夜、ある婚礼から帰宅の途中で、そこでKoppel-Bärは、
焼酎をひと甕くすねてきた。彼らがアルトノイシナゴーグ
のそばを通り過ぎようとすると、いろんな人の名が呼ばれ
るのが聞こえる。とうとうJäckele-Narrの名も、そしてその
直後に「貧しい」Meislも呼ばれる。彼らはMeislをゲットー
の中で最大の金持ちだと思っているので、その声を誰かの
いたずらとみなす。二人は、気が軽くなる。
XII．
「皇帝の家来た
ち」
　62年６月日、皇帝の死後９年目に、Brouzaは、橋
のたもとのカンパ島の料理屋に入る。（それは「白山の戦
い」の翌年で、その朝、プロテスタントの指導者たちは「大
逆人」として処刑された。）Rudolfのかつての家来たちが
集まってきて、その日の出来事や、Rudolfのことなど、昔
の思い出を語る。亡くなった皇帝を思い出して頬に涙す
るBrouza。その彼に、Rudolfの本当の「錬金術師」の秘
密を漏らせば、豪華な食事が約束されるが、彼は、皇帝
に沈黙の誓いを立てていたので、誘惑に抵抗する。
XIII．
「消えた小さな
光」
　重病のMeislは、妻を思い出し、孤独で子供のいない暮ら
しを悲しむ。Philipp Langが、皇帝への金を受け取りに来
る。彼らは一緒に食事をし、Meislは、皇帝のかつての秘密
の恋人のことを聞く。その時、なぜかわからぬまま、彼の
心は重くなる。彼は、皇帝と個人的に会うことを望むが、
Langは許そうとしない。それゆえMeislは、肉屋に変装し
て城に登り、皇帝の様子を窺う。ある少女が、庭師の若者
に変装して同じように城内に忍び込んできて、父への慈悲
を請う。彼女は、Estherが死に際に発した「Rudolf、助けて」
という、同じ言葉で皇帝に呼びかける。Meislは、皇帝が妻
の愛人だったことを悟り、全財産をユダヤ人地区に投入す
ることで、皇帝の手には一切渡さないことを決意する。
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XIV．「 天 使 ア
ザエル」
　天使が、ラビの所へ来て叱責する。というのは、ラビ
が、カバラの魔術により、二度事物の流れを変えてプラ
ハのユダヤ人を守ったことで、神の創造の計画に介入し、
地上の平衡を妨げたからだ。
　１ ．ラビは、ユダヤ人街で行われたボヘミア貴族によ
る皇帝襲撃を妨げた（落ちてくる石を燕に変えた）
ことで、ゲットーの住民に濡れ衣が着せられるのを
防いだ。
　２ ．皇帝のEstherとの夢の愛を、モルダウ河畔の二つ
の植物において可能にすることによって、ゲットー
の住民を追放から守った。
　なぜ人間は愛に悩むのかという天使の問いに、ラビは、
天使も太古に人間の娘と愛し合ったことを思い出させ
る。天使の眼から二筋の涙。
ＸＶ．
「エピローグ」
（枠）
　一人称の語り手。「世紀の転換期、5歳でギムナジウム
の生徒だった頃、〔…〕私は最後に〔…〕プラハのユダヤ
人街を見た。私はそれを今日もなお目前にしている、半
世紀の時間もその像を私の記憶から拭い去ることはでき
なかった。」
　その頃、取り壊しが始まる。家庭教師はM. Meislの遺書
を見せてくれる。この二つが、互いに結び付いて、合わ
せて家庭教師が何日にも渡って語ってくれた物語、『Meisl
の財産』の物語の終点をなしているように彼には思えた。
家庭教師は、消えてしまった家々を惜しんでいる。二人
は、窓から、塵挨の中に崩れ落ちてゆくMeislの財産を見
つめている。
２）各章の成立年
　各章の成立年は、下記の資料によれば、次のとおりである。
１． Leo Perutz.  882-957.  Eine Ausstellung  der  deutschen Bibliothek 
Frankfurt am Main. Wien, Darmstadt: Paul Zsolnay Verlag 989, S. 309.
２． Ulrike Siebauer: Leo Perutz － ≫Ich kenne alles. Alles, nur nicht mich.≪
Biographie. Gerlingen : Bleicher Verlag 2000, S. 363. Anm. 80.
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各章の成立年
章　　題 成立年 典　拠
Ⅰ．「ユダヤ人街のペスト」 １９２４ 
Ⅱ．「皇帝の食卓」
１９４３
2
Ⅲ．「犬たちの会話」
Ⅳ．「サラバンド」
Ⅴ．「地獄から来たハインリヒ」
Ⅵ．「盗まれたターラー金貨」
Ⅶ．「毎晩、石橋の下で」
Ⅷ．「ヴァレンシュタインの星」
１９４６
Ⅸ．「画家ブラバンジョ」
X．「忘れられた錬金術師」
XI．「焼酎の甕」
XII．「皇帝の家来たち」
１９５１
XIII．「消えた小さな光」
XIV．「天使アザエル」
XV．「エピローグ」
３）構造
　物語の主要な登場人物は、皇帝ルドルフ２世、ユダヤ人街の大金持ちのマイ
スル、そしてラビのレーヴである。彼らがどの章に現われるかを纏めた。○は
実際に物語中に登場することを示す。△は、登場人物の話の中にのみ現われる
ことを示す。
　本文中に記載されている年号も付記する。各章が年代順に配列されているの
ではないことが確認できる。それゆえ試みに年代順に並べ換えてみた。
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① 章順
章 ラビ ルドルフ（R) マイスル（M) 年号 事　　項
Ⅰ ○ ○ 589 Ｍの妻Esther（E）の死
Ⅱ
△
困窮
△ 598
ボヘミア貴族、ボヘミア
の自由を希求、ユダヤ嫌
い
Ⅲ △ △没後 609
貧しい行商人、カバラ、
Ｍの遺産、「貧しいＭ」
Ⅳ ○ △ △
クロアチア将校。
「エクツェ・ホモ」
Ⅴ △ △
Ｍ、Ｒの隠れた守護者。
Ｒの弟への不信
Ⅵ ○ ○
ＲとＭとの最初の出会
い。Ｍの富の源泉
Ⅶ ○ ○ ＲとＥ、夢の恋人たち
Ⅷ
△絵画
困窮
△ユダヤ人街
に財産投入
606
Kepler、Waldsteinを 占
う
Ⅸ
○絵画
困窮
○ (592)
Ｅの死後３年。Ｍ、Ｅの
肖像を要望。ＲがＥを描
く
Ⅹ △ △
Ｍ、妻の死後に名誉欲、
Ｒの守護者に
XI
△
死霊の言葉、今年中に「貧
しいＭ」として死ぬと
XII
△ 62
「白山の戦い」の首謀者
の処刑。皇帝Ｒの思い出
話
XIII
○
○ユダヤ人街
に財産投入
ＭのＲへの復讐の決意。
「貧しいＭ」として死ぬ
と
XIV
○ △ △
天使アザエル、ラビの二
つの罪（魔術）を告発
XV
△ △
ユダヤ人街再開発。Ｍの
遺書。Ｍの遺産
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　この物語には少なくとも四つのストーリーがある。最初に描かれるのは、皇
帝ルドルフの恋、彼のマイスルの妻エステルとの夢の恋愛に関わるものであ
る。第Ⅰ章で、ユダヤ人街にペストが蔓延している原因が、ユダヤ人の中に「モ
アブの罪」（姦通・不倫）を犯しているものがいることにあることを知ったラビ・
レーヴは、モルダウ川に架かる石橋の下でバラに絡み合っているローズマリー
を引き抜く。その夜、ペストは収束し、エステルが死に、ルドルフは叫び声を
あげて夢から目覚めた。しかし事件の詳細は記されず、謎のままである。第Ⅶ
章でも、ルドルフとエステルとの夢の逢瀬が語られるだけであり、謎は解明さ
れない。第XIV章にいたってようやく、謎が解き明かされる。ユダヤ人街に馬
を乗り入れたルドルフは、歓迎の人波の中に美しい少女を認め、家来にその素
性を突き止めさせ、ラビ・レーヴを通じて、王宮に登らせようとする。彼女は
ユダヤ人マイスルの妻であるからと言って断るラビに、皇帝はユダヤ人全てを
自分の王国と諸邦から追放すると圧力をかける。このような圧力に対抗してラ
ビは、二人を夢の中で会わせるよう、魔法をかけたのである。
　第二のストーリーは、マイスルの財産に関わっている。彼は、物語中でも、
歴史上も、この時代のユダヤ人街の大金持ちであり、その金を皇帝に貸し付け
ていたことも知られている。その彼が「貧しいマイスル」として死にたいと望
み（Ⅲ章）、彼の死を予言する夜の霊たちも、彼が「貧しいマイスル」として
死ぬと予言する（XI章）。これがもう一つの謎である。この謎は、XIII章で明
らかにされる。妻の浮気を疑い、その相手がほかならぬ皇帝ルドルフであるこ
とを悟ったマイスルは、自分の巨額の財産が、死後に没収されて皇帝の手に渡
らないように、すべて生前に使い尽くして、「貧しいマイスル」として死ぬこ
とを決意したのだった。そのために何をしたか？　大金をユダヤ人街の整備の
ために注ぎ込んだのである。いくつかのシナゴーグ、ユダヤ人の集会所（後の
ユダヤ市庁舎）、病院、浴場、孤児のための施設、パンを焼く家等々の建築、
街路の舗装等、その様子がⅧ章で語られている。それだけでなく、彼はユダヤ
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人街の本当に貧しくて不幸な人たちにも、財産を分け与えた（Ⅲ章）。こうし
て彼は、首尾よく「貧しいマイスル」として死ぬことができたのである。
　第三のストーリーは、「謎」とは言えないが、不思議な話ではある。それは、
ボヘミアのフス派に関わっている。フス派貴族ザルバ家に伝わる、フス戦争に
おける指導者ジシュカの「予言」の成否である。「皇帝の食卓で食事を取らな
いなら、ザルバ家の誰かが神聖なボヘミアの自由を再び回復する」という予言
である（Ⅱ章）。しかしザルバは、宮廷の食事の残り物を食べてしまった。そ
の結果はどうだったか。そのために「三十年戦争」の緒戦である「白山の戦い」
で、ボヘミア・プロテスタント軍はあっけなく敗北してしまった。そして、指
導者は処刑され、彼らの首は石橋の入口の旧市街側の塔にさらされた。プロテ
スタントはカトリックへの改宗か、国外移住を迫られた。ボヘミア貴族の多く
が国外に亡命し、財産は没収された。国土の４分の３の土地の領主が替わった
ともいわれている。新たな領主になったのは、ドイツ人、イタリア人、フラン
ス人等の外国人であった。この戦いは、単なる宗教戦争ではなかった。ジシュ
カの予言の中の「ボヘミアの自由」という言葉が示すように、ボヘミア・プロ
テスタントは、民族の自由と自立を求めていたのである。敗北は、独立の喪失
を意味した。これまでフス派を中心とするプロテスタントが大部分を占めてい
た（70％ないし90％）全土がカトリックに染め変えられただけでなく、政治的
には、ウィーンを本拠地とするオーストリアに従属させられることになったの
である。そのような成り行きは、チェコに生きた人間なら誰でも知っている事
実である。本書に描かれているのは、「白山の戦い」の翌年、プラハの旧市街
広場で行われた、プロテスタント指導者の処刑の日（ただし日付は、６月日
ではなく、６月2日が正しい）の出来事までである（ⅩⅡ章）。チェコの歴史
を知る者には、それだけで十分だっただろう。
　最後のストーリーは、ルドルフと弟マティアスとの関係、有名な「ハプスブ
ルクの兄弟喧嘩」に関わるものである。「弟への不安」をまだ抱いていない第
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Ⅸ章、「弟への不信」を露わにする第Ⅴ章を経て、弟による権力奪取が描かれ
る第XII章と、事態の推移はここでも時間の流れに沿って描かれてはいないが、
ルドルフの破滅をもたらしたこの事件についても、注目する必要がある。
　この四つのストーリーは、どのように関連するか。それらは、たがいに絡み
合って、第XV章のエピローグに注ぎ込んでいると思われるのだが、これにつ
いて述べるのは、作品の解釈に関わるので、割愛する。
② 時代順
　各章を試みに物語中に書き込まれた年号、および他の記述から想定される順
に並べてみた。手がかりが不明な章もあるので、もちろん完全なものではない。
章 ラビ ルドルフ マイスル 年号 手がかり
Ⅵ ○ ○ ＲとＭ、どちらも少年。
Ｒ，スペインからの帰国直後
Ⅶ ○ ○ ＲとＥ、夢の恋人たち。
Ｒ，すでに皇帝
Ⅰ ○ ○ 589 Ｍの妻Ｅの死
Ⅸ ○絵画
困窮
○ （592） Ｅの死後３年。
Ｒ、弟への不安、今だなし
Ⅹ △ △ Ｍ、Ｅの死後に名誉欲。Ｒ
の守護者に
Ⅴ △ △ Ｍ、Ｒの隠れた守護者。
Ｒの弟への不信
Ⅱ △
困窮
△ 598 ボヘミア貴族、皇帝に借金
の返済を求める
Ⅳ ○ △ △ クロアチア将校、対トルコ戦
争帰り
XIV ○没直
前？
△ △ 天使アザエル、ラビの二つ
の罪（魔術）を告発
XIII ○ ○ユダヤ人
街に財産投
入
Ｍ、死の直前にＲへの復讐
を決意。「貧しいＭ」として
死ぬと
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Ⅷ △絵画
困窮
△ユダヤ人
街に財産投
入
606 Ｒの資金源であるＭのユダ
ヤ人街への大金投入を、Ｒ
の元側近が知っている
XI △ 死霊の言葉、今年中に「貧
しいＭ」として死ぬと
Ⅲ △ ○没後 609 「貧しいＭ」としての死。ラ
ビの没後かなり経っていた
XII △ △ 62 Ｒの没後９年目
XV △ △ 9世紀
末
ユダヤ人街再開発。
Ｍの遺書。Ｍの遺産
　物語の大部分は、ルドルフ２世が皇帝であった時代のプラハで展開されてい
るが、それ以前とそれ以降に時間軸は延長されている。しかも史実と一致する
年号は、第XII章の「92年」のみである。
　まず主要人物三人の生没年を確認する。ラビ・レーヴの生年については諸説
あり、確定しがたいが、最も新しい年号を取る。
　　ラビ・レーヴ　　　　　525－609
　　モルデハイ・マイスル　528－60
　　ルドルフ２世　　　　　552－62
　　　　　　ボヘミア王在位　　　　　575－6
　　　　　　神聖ローマ帝国皇帝在位　576－62
　ルドルフが、同族のハプスブルク家が支配していたスペインのフェリペ２世
の元での教育を終えて帰国したのは57年、9歳の時であった。その時、マイ
スルは、43歳、少年ではありえない。
　またルドルフが帰国したのは、オーストリ ・ーハプスブルク家の本拠地ウィー
ンであって、プラハではない。ボヘミア王としての戴冠式はプラハでおこなわ
れたから、一時的にプラハに来ることはあっただろう。皇帝になったルドルフ
が居城をプラハに移したのは、583年である。第Ⅵ章では、スペインからの帰
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国後、プラハ市の北東近郊にある「ベナテク城」を与えられたように描かれて
いるが、ルドルフがその城を購入したのは、599年のことで、城は同年に「皇
帝付帝国数学官」として招聘された天文学者ティコ・ブラーエに与えられた。
ブラーエの天体観測のための仕事場として購入したと思われる。
　マイスルの実際の妻の名前は、エステルではない。彼の最初の妻の名前はエ
ヴァ（ハヴァ）であり、結婚年は不詳だが、580年以前に没している。彼が、
フルメットと再婚したのは583年。そのフルメットは625年に死んでいる。物
語中のエステルと、マイスルの妻たちとの間には何の関係もなさそうだが、後
妻のフルメットの名は、最終章で紹介されるマイスルの遺書の中で、遺産相続
人である「私の姉妹」として挙げられている。
　エステルの名は、マイスルのVornameであるモルデハイとの関連で選ばれ
たものと思われる。この名は、旧約聖書中の「エステル記」の主人公の名であ
り、有名な女性名のひとつである。そこでは、ペルシャ帝国の首都スサに住ん
でいたユダヤ人モルデハイのおじの娘で養女でもあったエステルが、皇帝アハ
シュエロスに見初められて皇妃となる。そして大臣のハマンが、帝国内のユダ
ヤ人の絶滅を計画していることを、モルデハイを通じて知り、皇帝に直訴する
ことによって事件を未然に防ぎ、ユダヤ人を救うとともに、ハマン一派を殲滅
した、とされている。このエステルとモルデハイとは、ユダヤ教の伝承では、「夫
婦」と解されているらしい。（吉見崇一『ユダヤ教小辞典』　リトン社、997年、
4頁。）
　エステルとモルデハイの関係、エステルがユダヤ人に対する迫害を防止する
働きをする点に、二つの物語の類似性が認められる。しかし相違点も大きい。
聖書での迫害者は大臣ハマンだが、我々の小説で迫害を口にするのは、皇帝自
身である。また、聖書のエステルは、自分の役割をはっきり自覚して意識して
行動するのだが、小説中のエステルは、ラビ・レーヴの魔術によって操られて
いるだけで、自らの「役割」に無自覚だったのである。
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　ルドルフの没年は正しいが、マイスルのそれは間違っている。ラビ・レーヴ
に関してはぼかされているが、マイスルの死より大分前とされているので、や
はり間違いである。第Ⅲ章の物語は、明らかにラビの没後、マイスルの死の直
前の時点で展開されている。ペルッツによる意図的な操作か否かは、不明。
３．地　　誌
１）町の構造
　プラハは奇妙な構造の町だった。名前は一つだが、実態は四っつの町の集合
体だったのだ。つまりプラハは、ドイツ語でStädte、英語ではcitiesだったの
である。古いプラハについて語る時、「旧市街」とか「新市街」という言い方
をするが、これらは、通例の意味でなく、プラハではそれぞれ独立した「市」
だったのであり、その証拠に、それぞれ独自の「市庁舎」を持っていたのであ
る。各市街地および市庁舎の出来た時期をまとめると以下のようになる。
プラハ各市の市街地と市庁舎の成立年
市街地区 市庁舎
旧市街 230/34 338
小地区 257 5世紀末
フラチーン 320/333以降 589
新市街 348 367
ユダヤ人街 3世紀 （568）後に市庁舎に
　なお、各「市」の名称は、時代によって変遷しているようである。参考まで
に石川達夫氏の著書『黄金のプラハ』中の表を次頁に付記する。
　ユダヤ人は既に0世紀中頃からプラハに住んでいた。次第に旧市街に集まっ
て住むようになり、3世紀頃に街を形成した。その街は、本書では「プラハの
ユダヤ人市」とか、「ユダヤ人地区」と呼ばれているが、ルドルフ２世の時代
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にはまだ「市」にはなっていなかった。「ユダヤ人街」、「プラハのゲットー」
などと呼ばれていた。それが独立した市となって「ヨーゼフシュタット」と呼
ばれるのは、850年のことである。
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２）人口
　プラハの人口は、下記のように推移した。古い時期のまとまった資料はまだ
見つからないので、様々な資料から抜き出した数字を並べてみた。表記等、整
合的でないが、おおよその傾向は把握できる。
プラハ市の人口推移
プラハの人口 ユダヤ人の人口
350年 35,000 ～ 40,000
5世紀末には新市街や小地区にも住んでいたが、
6世紀初め、両地区を放棄し、旧市街に集住
524 20,000 522年 600人
54 ,200人
6世紀 25,000
600 60,000 ～ 85,000
7世紀初め 約6,000人
648年 2,090（内子供598）人
705 40,000 8世紀初め 0,000人（プラハ全人口の/4）
77/72 80,45
783 全市　　80,000
旧市街　25,000
783 ユダヤ人  8,532人
キリスト教徒  9人
784　プラハ4市統合
840 ,706 850 8,352人
850　 ユダヤ人街、「第5区」として、プラハ市に組み込まれる。「ヨーゼフシュ
タット」（チェコ名：ヨゼフォフ）と命名。
857 ヨゼフォフのユダヤ人人口　72.9％
869 50,73 ヨゼフォフのユダヤ人人口　52.89％
880 62,323 ヨゼフォフのユダヤ人人口　28％
890 82,530 890 ヨゼフォフ人口　,535人
ヨゼフォフのユダヤ人人口 2.57％
900 20,59 900 ヨゼフォフ人口　　9,000人
（ユダヤ人は、その内　24.27％）
90 223,74
920 周辺地区を合併して「大プラハ」市が成立
92 676,657 左の内、ユダヤ人人口  3,75人
ヨゼフォフのユダヤ人人口  46.54％
　ここまでまとめたところで、下記の文献を見ると、076年から930年までの
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プラハの人口、ユダヤ人の人口をまとめた一覧表が３頁にわたって掲載されて
いた。上記の表と似ている数字もあるが全く異なっているところも多く、両方
を統合するのはかなり難しそうなので、本稿では割愛する。いずれ詳しくチェッ
クしてみたい。それによると、ルドルフ２世の時代、599年のユダヤ人人口は
0,000－5,000 ？人となっている。562年の人口は,000人、638年は7,85人。
656年は,000人である。ルドルフ時代に急激にユダヤ人人口が増大し、一時
減少したとしてもすぐに回復し、8世紀前半にはほぼ0,000人台をキープして
いたことになる。
　（資料　Die Juden in den böhmischen Ländern．　S. 7.）
３）建造物
　物語中で語られている建造物と建造年代は以下の通りである。
建造物 建造年代
フラチーン地区
フラチーン城（Ⅰ章）　 880頃
大司教宮殿（Ⅱ章） 56
ストラホフ修道院（Ⅱ章） 48
王立庭園
動物園（Ⅱ、XIII章）
534フェルディナント世（在556-64）
58-83ルドルフ2世Löwenhof
カプチン派修道院（Ⅲ章） 600-02。フラチーン市のロレト広場
ズ デ ン コ・ フ ォ ン・ ロ プ コ
ヴィッツのプラハ屋敷（Ⅳ章）
545-63
ファイト教会（Ⅷ章） 92/35
ロレト教会（Ⅷ章） 626
バルナバ会教会（Ⅹ章） 建築年、教会廃止年不詳
小地区
キンスキー庭園（Ⅳ章） 825
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小広場の聖母像（Ⅳ章） 不詳
石橋
石橋（Ⅰ章） 357-402
橋上の十字架や聖像（Ⅳ章）
629　「十字架」
683以降　「聖像」
旧市街
タイン教会（Ⅱ章）　 35初言及
精霊教会（Ⅱ章） 346
マリア・アン・デア・ラーケ
教会（Ⅱ章）
建築・解体年不詳
聖十字架修道会修道院（Ⅲ章） （252、Ritterorden定住）
聖サルヴァトル教会（Ⅷ章）　 578
アグネス修道院（Ⅸ章） 235-80
新市街
ヴィシェフラード城（Ⅱ章） 930頃
新市街市庁舎（XII章） 367
　城塞建築および宗教的建造物に関しては、比較的追跡可能であり、現存する
ものも多い。だがフラチーン市の「バルバラ会教会」、旧市街の「マリア・アン・
デア・ラーケ教会」の建築年等は不明である。前者は、フラチーン市の旧市庁
舎とは狭い通り（「旧市庁舎階段」）を挟んだ向い、現ベネディクト教会のとこ
ろにあった。後者は、旧市街の「マリア広場」の東にあり、広場に面していた
から、現在の「新市庁舎」の当たりであった。
　「聖十字架修道会修道院」は、石橋の旧市街側の橋門手前の広場の北側にあ
る。同修道会は古くからそこに居を構え、病院／救貧院を営んでいたらしい。
　貴族たちが首都に住む習わしは、ルネサンスの頃から始まったという。ボヘ
ミア王を兼ねたハプスブルク家のフェルディナント１世（ボヘミア王526－
62）、マクシミリアン２世（ボヘミア王562－75）の頃からプラハに貴族たち
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の宮殿が建てられていったらしい。しかしそれらは54年の小地区の大火によ
りほとんど焼失する。後にフラチーンおよび小地区に建築ラッシュが起こった
とも伝えられている。ルドルフ時代末期の混乱、「白山の戦い」、「三十年戦争」
といった激動の中で、また多くの建造物が失われていった。現在のプラハを彩
る宮殿のほとんどは、バロック・ロココ建築であり、「三十年戦争」以降に建
てられたものである。本書では、ボヘミアの宰相ロプコヴィッツの「都市家屋」
（Stadthaus）に言及されている。これは、545年から63年に建てられたフラチー
ン広場の「ロプコヴィッツ宮殿」のことだろうか。もしそうならこの宮殿は、
600年にペーター・ヴーク・フォン・ローゼンベルクの所有になり、6年に
ローゼンベルクが死んだ後、所有者が次々と変わり、最終的に79年にシュヴァ
ルツェンベルク家の所有に帰した。「シュヴァルツェンベルク宮殿」（956年以
降は「軍事史博物館」）のことである。現存するロプコヴィッツ宮殿は市内に
二か所ある。王宮東端のそれは、570年に建てられたペルンシュタイン宮殿を
購入して、65年に改築したものであり、小地区のものは、703年から707年
に建てられたものを753年にロプコヴィッツ家が入手したとのこと。いずれも
バロックの時代に相当する。
　「大司教宮殿」。古くは「小地区」にあったが、フス戦争の過程で、大司教も
不在となり、宮殿も破壊されたらしい。現在の宮殿は、56年フェルディナン
ト１世が、プラハの大司教座を再建した後、王宮正門に隣接する建物が購入さ
れて下賜され、改築されたものである。
　「動物園」。王宮の北、ヒルシュグラーベン（鹿の濠）の北に「王立庭園」を造っ
たのは、フェルディナンド１世であった。最初は植物園として造られた。ヨー
ロッパで最初にチューリップが栽培されたのはこの庭園だと言われている。こ
の庭園の東端には、ベルヴェデーレ宮殿も建造されている（現存）。ここに動
物を入れる檻を設置したのは、ルドルフ２世であった。彼は特にライオンを好
んだ。
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　「小広場の聖母像」。プラハの広場に建てられた聖母像で著名なものは二つあ
る。旧市街広場の、タイン教会と旧市街市庁舎を結ぶ線上にあったものと、王
宮前のフラチーン広場のものである。前者は、650年に、「三十年戦争」にお
けるカトリックの勝利を記念して、後者は、725/26年にペストの克服を記念
して建てられたものである。なお、前者は、チェコスロヴァキアが独立した
98年に取り壊されている。いずれにせよ、これらはどれも「小広場の聖母像」
には当たらない。聖母像は、カトリック側の対抗宗教改革の象徴として、数多
く建造された。だが、それ以前にも聖母像は街角にあったはずだ。前後関係か
ら見て、これは「小地区」のどこかであると思われるが、不詳。
　「橋上の十字架や聖像」。後に「カレル橋」と呼ばれるようになるこの橋は、
「石橋」とか「プラハ橋」と呼ばれていたらしい。「三十年戦争」のころ、欄
干に十字架が建てられていたらしいが、詳しいことは分からない。その欄干に
聖像が建てられるのは、683年以降のことである。橋の上の聖像を語る第Ⅳ章
は、ルドルフ時代のトルコ戦争（59/3 ～ 606）の最中と思われるので、こ
の時代には、聖像はなかったことになる。
　 「ロレト教会」も「キンスキー庭園」も、ルドルフ時代のものではない。
　ユダヤ人街の建物、シナゴーグ等については、後述。
４）街路名
　地名、特にユダヤ人街を含む旧市街の街路の名称に関しては、600年頃の旧
市街の地名を復元した地図、843年のユダヤ人街の地図、および9世紀末の再
開発計画図（893、896）、などを基に考証を行ったが、おおむね正確であった。
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① 旧市街
ペルッツの記述 600 843 893
Altstädter Ring Altstädter  (Gr.) 
Ring
Großer Ring
チェコ語表記／現況 Velikí nam. (893), Staroměstské náměstí（896）〔現存〕 
Bethlehemsgasse Bethlehemsgasse
チェコ語表記／現況 Betlémská ulice　〔現存〕
Jakobsgasse Jakobsgasse Jakobsgasse
チェコ語表記／現況 Jakubská u.　〔現存〕
Johannesplatz Johannesplatz Johannesplatz Johannes Platz
チェコ語表記／現況 Janské nám.（896） 〔現存せず〕
Kleiner Ring Kleiner Ring Kleiner Ring
チェコ語表記／現況 Malé náměstí（896）〔現存〕
Kreuzherrnplatz Brückenplatz Kreuzherrnplatz
チェコ語表記／現況 Krížovnické nám.〔現存〕
Nicolasplatz
Niklas Gasse
Hühnermarkt/
Niklasplatz
Niklasgasse
チェコ語表記／現況 Mikulášska u. (896), U radnice〔現存〕
Plattnergasse Plattnergasse Plattnergasse
チェコ語表記／現況 Platnérská u.（896）〔現存〕
Schwarze Gasse Schwarze Gasse Schwarze Gasse
チェコ語表記／現況 Josefská u. （896） 〔現存せず〕
Valentingäßlein Valentinsgasse Valentingasse
チェコ語表記／現況 Valentinská u.（896）〔現存〕
Wacholdergäßchen
チェコ語表記／現況 Jalovcová u.〔現存〕
　「旧市街広場」（Altstädter Ring）は、「小広場」（Kleiner Ring）に対して「大
広場」（Großer Ring）とも呼ばれているので、改称されているわけではなく、
両方の呼び名が通用しているのであろう。
　「聖十字架修道会広場」（Kreuzherrnplatz）の名称は、改称されたのかもし
れないが、不詳。
　「聖ニコラス教会」の前面南西側に当るのが「ニコラス広場」で、教会前から「旧
市街広場」に抜ける短い路地が「ニコラス小路」だが、詳細な地図でない限り、
両方の地名を記してはいない。600年の地図でも、「ニコラス広場」の別称と
しての「鶏市場」が記されているだけである。この広場は、作家F・カフカの
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生家の前にあたるので、最近では「F・カフカ広場」と記している地図もある。
　「ビャクシン通り」（Wacholdergäßchen）は、上記の地図上にはどこにも記
されていないが、チェコ語に訳して現代の地図で探してみると、「マリア広場」
から南下する「フス小路」に交わる短い通りにその名がある。物語中でも旧市
街から石橋へ向かう途中にあるように思われるので、おそらくそれに当ると推
定される。
　「ヨハネス広場」（Johannesplatz）は、再開発に伴う市街地の区画変更によ
り消滅。
　「シュヴァルツェ小路」（Schwarze Gasse）は、東半分が旧市街に、西半分
がユダヤ人街に属しているので、次項で述べる。
　
② 旧ユダヤ人街
ペルッツの記述 600 843 893
Belelesgasse Belelsgasse Beleles Gasse Rabinergasse
チェコ語表記／現況 Rabinská u. (896) 〔現存せず〕
Breite Gasse Breite Gasse Breite Gasse Josefstädter Gasse
チェコ語表記／現況 Josefská trída. (896) 〔現存せず〕
Dreibrunnenplatz Dreibrunnengasse
Drei  Brunnen 
Platz
Meiselgasse
チェコ語表記／現況 Maislova u. (896)  〔現存せず〕
Goldene Gasse Goldene Gasse
(Enge) Goldene 
Gasse
Enge Gasse
チェコ語表記／現況 Úzká u. (896)  〔現存せず〕
Joachimsgasse Joachimsgasse
Junge Joachims 
Gasse
Joachimsgasse
チェコ語表記／現況 Jachym u.（893）Joachimská u. (896) 
Ufergasse Ufergasse Ufergasse Ufergasse
チェコ語表記／現況 Brehova u. (896) 
Zigeunergasse
Fleischergasse
＋Zeikrelegasse
Zigeuner Gasse
＋
Zeikerle Gasse
Zigeunergasse
チェコ語表記／現況 Cikanská u. (896)  〔現存せず〕
　「ベレレス小路」の延長で「アルトノイシナゴーグ」より北が「ラビ小路」
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と呼ばれていたが、合わせて「ラビ小路」になったようだ。
　「ブライテ小路」は、ユダヤ人街を東西に貫くメインストリートで、西側で「ピ
ンカス小路」と、東側で「シェヴァルツェ小路」とつながっていたが、ユダヤ
人街が「市」に昇格したことにより、三つの小路が合わせて「ヨーゼフシュタッ
ト小路」になったのであろう。
　「ドライブルンネン広場」ないし「ドライブルンネン小路」からマイゼル・
シナゴーグのそばを抜けて「ブライテ小路」に至る通りが「マイスル小路」だっ
たが、これも合わせて「マイスル小路」になっている。
　「ツィゴイナー小路」は、「ツィゴイナーシナゴーグ」から北へ延びる通りで、
南へ行けば「ツァイケルレ小路」だったが、これも合わせて、「ツィゴイナー
小路」となっている。
　通りの名称の統合がいつ行われたかは不詳。
　古い「ツィゴイナー小路」の名称は、「ツィゴイナーシナゴーグ」が成立し
て以降に出来たとは考えられないだろうか。そうとすると、このシナゴーグの
成立時期が問題になる。もしかしたら、このシナゴーグは、ルドルフ２世の時
代には建てられていなかったかもしれないのだ。（本稿7.参照）
　現「マイスロヴァ通り」は、旧「ゴルデネ小路」、「ベレレス小路」、「ラビ小
路」を合わせたものにほぼ相当する。現「ブジェホヴァ（岸辺）通り」も、旧
「ウーファー（岸辺）小路」に近接した場所にある。現「シロカー（幅広）通
り」は、旧「ヨーゼフシュタット小路」に相当する。現「ヤヒモヴァ小路」は、
旧「ヨアヒム小路」と同じところである。もちろん、いずれも、再開発により
位置が少しずれていたり、道幅が広がっていたりはしているが。
５）石橋について
　ルドルフ２世の時代に、「石橋」はあったが、第Ⅳ章に描かれるような十字
架や聖人像は、まだその欄干上にはなかった。十字架が設置されるのは629年、
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最初の彫像が据えられるのは683年のことだからである。橋の欄干上に聖人像
を設置する、このこと自体が、カトリックによる対抗宗教改革の一環なのであ
る。
　また本書には、ルドルフ２世が、一人で城を抜け出し渡し船で川を渡るシー
ンがあるが、先に挙げた600年頃の地名復元図によれば、現在のマネス橋の当
たりに、渡し船の乗り場らしい印が描かれている。他にもあったかもしれない
が、城から旧市街へ渡るには、ここが最短の場所だろう。
カレル橋の略史
年　号 事　　　　項
8
木橋に言及
（57洪水で崩壊）
58 石橋建造開始
72
石橋完成。「ユーディット橋」（ヴラディスラフ１世の娘に因ん
で命名）
（342洪水で崩壊）
357 皇帝カール４世、石橋の建設開始。（357年7月9日5時3分着工）
402
石橋完成。（全長56メートル、幅0メートル）「石橋」、「プラハ
の橋」と呼ばれる
432 洪水で支柱３本被害
464 小地区側の橋塔建設。「ユーディット橋」の橋塔に接続
629 石橋の欄干に「十字架」設置
648 旧市街市民学生、スウェーデン軍から橋を守る。ユダヤ人も加勢
683 石橋の欄干に最初の彫像設置（ヤン・ネポムク像）
870 石橋、「カレル橋」と命名される
883 馬車鉄道が通る
890 洪水で支柱２本、崩壊。２年かけて修復
905 馬車鉄道に代わって、市街電車が通る
908 乗合自動車（バス）が通る
965－78 修復工事。修復後は、歩行者専用となる
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４．人　　物
１）主役たちの対照年表
　以下の年表でまず注目すべきことは、マイスルが皇帝ルドルフから特許状を
もらったのが、592年であること。本書でエステルの死が589年に設定された
のは、この点と関連するかもしれない。エステルの死後、マイスルは名誉欲を
抱くようになり、絵画等の収集に夢中になった皇帝の秘密の金庫番になり、そ
の見返りとして「特許状」を手に入れたという筋が成立するからである。
　次に、物語では、マイスルは、死の直前に財産をユダヤ人街の整備に注ぎ込
む決意をしたことになっているが、シナゴーグや後の市庁舎等の建築は、かな
り早くから始められていることが分かる。
　第３に、物語では、マイスルは、遺産をルドルフやハプスブルク家のために
一切残さなかったとされているが、実際にはそうではなかった。遺産の金額5
万6250グルデンが没収されているし、その他の財産も、長年の裁判の結果国家
に帰属させられてしまったからである。ちなみに、本書では、遺産の現金を没
収し損ねたのはルドルフ２世だが、裁判で敗北したのは、実際よりも00年も
後の皇帝ヨーゼフ２世ということにされている。このヨーゼフ２世は、プラハ
のユダヤ人にとっては、ゲットーから彼らを解放してくれた恩人とも言うべき
人物なのだが、ペルッツはどうしてこんな損な役割を彼に与えたのだろう。
主役たちの対照年表
520頃　ラビ・レーヴ誕生
526　ハプスブルク家、ボヘミアを領有。
　　　フェルディナント大公、ボヘミア王に
528　マイスル誕生
529　 オスマントルコ軍、第次ウィーン包
囲
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552　ルドルフ誕生（7.8.）
554　 ボヘミア国会、ボヘミア王位継承権
をハプスブルク家に与える
557　ルドルフの弟マティアス誕生（2.24.）
558　フェルディナント世、皇帝即位
562　マクシミリアン、ボヘミア王に
564　マクシミリアン2世、皇帝即位
564　 「クラウスシナゴーグ」建
設
568　「ホーホシナゴーグ」建設
57　ルドルフ、スペインから帰国
573－84　 ラビ・レーヴ、プラ
ハ滞在
575　ルドルフ、ボヘミア王に
576　 皇帝マクシミリアン２世崩御（0.2.）。
　　　ルドルフ、皇帝に就任
576　 M、長老評議会議員に。
　　　後、Primasに
577　 「ユダヤ市庁舎」建設（570
年以前という説も）
580以前　Mの妻エーファ没
583　ルドルフ、宮廷をプラハに移す 583　M、フルメットを後妻に
直後（?）Kunst- und Wunderkammer設置
588－92　 ラビ・レーヴ、プラ
ハ滞在
59/593　対トルコ戦争（～ 606）
592　 M、「マイスルシナゴー
グ」建設。
　　　M、皇帝より特許状。
　　　 ラビ、皇帝に謁見
597　 ラビ・レーヴ、プラハの
筆頭ラビに。以後609ま
でプラハ滞在
60　マイスル没（3.3.）。
　　　 没収財産「56，250グルデ
ン」
606　 トルコとの和平協定締結、戦争終結。
　　　この頃から弟との不和、本格化
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608　 ルドルフ、弟マティアスと、プラハ
郊外のリーベンで、協定締結（6.25.）。
この時ボヘミア等族は、ルドルフを
支持。
609　 ルドルフ、「ボヘミアの信仰告白」を
勅令で承認（7.9.）
609　ラビ・レーヴ没
6　 ルドルフの甥でパッサウ司教のレオ
ポルトが軍を率いてプラハへ侵攻。
ボヘミア等族、マティアスを支持。
　　　 マティアス、レオポルトを追放。
　　　 ボヘミア議会、マティアスをボヘミ
ア王に選出（5.23.）
62　ルドルフ没（.20.）。
　　　マティアス、皇帝に（6.3.）
625　 マイスルの後妻フルメッ
ト没
684　 マイスルの不動産、裁判
の結果、国家のものに。
２）有名な歴史上の人物（第Ⅷ章）
①ヨハネス・ケプラー（606年月時点）
１ ）プラハの「旧市街の荒れ果てた家」で暮らしていたと本書では書かれてい
る。旧市街のカール小路に「ケプラーの家」がある。しかしフラチーンにあ
る現在の「新世界」という名の通りにも「ケプラーの家」があり、「新世界」
通りと交差する「ケプラー通り」もある。「新世界」という名はアイロニカ
ルな名前で、実態は貧民街であったらしい。カール小路は、カレル橋から旧
市街広場に通ずる旧市街のメインストリートである。一方から他方への転居
の可能性もあるが、そのあたりの事情は不詳。
　生活環境が苦しかったという記述は正しいようだ。帝国数学官としての皇
帝からの年俸は、ペルッツによれば「,500グルデン」だが、500グルデンと
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いう資料もある。ティコ・ブラーエの年俸は3,000グルデンで、これは破格
の厚遇であったらしいが、実際には支払われなかったという。ケプラーへの
支払いも、遅れがちで、結局は支払われなかったらしい。皇帝マティアスは
ケプラーをプラハから追放したが、帝国数学官の地位まで剥奪したのかどう
かは不明。皇帝フェルディナント２世は、帝国数学官の地位を承認しており、
これまでの未払い分の支払いを求めてプラハへ赴く途中にケプラーは病死し
た。請求額2,000グルデン（,87フローリンとも）は、年俸500グルデンな
ら24年分、,500グルデンなら８年分に相当する。こんな状況なので、ケプラー
は星占いで糊口を凌いでいたのだろう。
２） 　「病弱の妻と３人の子供」。606年の時点では正しい。妻バーバラの連れ
子レギーナと娘スザンナ、息子フリードリヒの三人である。
３ ）　「606年の暦」で「厳寒の早期到来」を予言したと語られているが、当該
年度の暦は未詳。占星暦は、グラーツ時代に作成していたが、プラハでも続
けていたのだろう。これも生活費の足しになっていたのかもしれない。
４ ）　「皇帝の要望によって、ほとんどの時間を捧げながら、まだ完成していな
い天文表」。これは、後に完成し刊行された『ルドルフ表』のこと。ティコ・
ブラーエが残したノートを整理して作成された星の運行表である。
５ ）　「教皇とヴェネツィアとの紛争」に関わる占星術的所見を皇帝から求めら
れたこと。ペルッツによれば、ケプラーは、「自分には出来ない」と答えた
ことになっている。その理由は、「人間や国家の将来の運命」は神だけが予
見できるものであり、あえてそれを語る者は嘘つきに他ならないのだからと
いうものだった。ここではケプラーに占星術に関する否定的な文言を語らせ
ている。しかし実際にはケプラーは、皇帝の要望に対して606年５月付けで
書簡を送り、占星術的所見を述べている（種村季弘監修『図説・占星術事典』
同学社986年、22頁以下）。
６ ）　上の返事を聞いた皇帝のGeheimsekretärが、「それでは占星術を丸ごと
－  3  －
拒否するのか？」と問うと、ケプラーは、「丸ごと」ではない、「天を2の宮
に分割すること、トリゴーンの支配」といったことなどは拒否するが、「天
の調和」は認めると答えている。この「天の調和」という表現は、ケプラー
の後年の著作『宇宙の調和』（Harmonice mundi）を念頭に置いているので
あろう。
７）　ヴァレンシュタインのホロスコープ作成。
　　これについては、次項で。
８）ヴァレンシュタインの筆跡鑑定により、運命と性格を判断したこと。
　 　ケプラーが筆跡鑑定を行ったことは、これまで調べた限りでは、どの資料
にも書かれていない。
９）　雪の結晶が正６角形だということを発見した。
　 　「外套の袖についた雪片を見て」、凸レンズで詳しく調べて、自分の見解の
正しさを確認したのがいつかはわからないが、その見解を公表したのは、
6年の論文である。
0）　占星術と天文学の関係を表現した言葉。
　 　「判断力のない多くの人々があんなにも高く評価している占星術は、崇高
な天文学の堕落した悪い娘だと、お前に言ったことがあるなあ。わたしは彼
女が嫌いだ。だがなあ、かなり多くの堕落した子供とおなじように、彼女も
その魅力で、普段は誰にも顧みられない貧しい母親を養っているんだ。」
　 　ペルッツによるこの言葉に似た表現は、多くの書物に紹介されているが、
ケプラー自身の言葉としては、今のところ、下記のものが最も近い。
　 　「気むずかしすぎる哲学者よ、あなたが気違いだと思っている娘が、賢い
けれども貧しい母親の生活を支えてやるのを、どうして嘆くことがあろう
か。この母親が苦しんでいるのは、ただ娘よりもっと気違いじみた人間たち
の間で同じ気違い沙汰が行なわれているからではないか。もし人々が空の中
に未来を読み取ろうという軽々しい期待をもたなかったなら、あなたは天文
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学をただそれ自体のために研究するほど賢明であったろうか。」
　（『蛇つかい座の新星』より。P・クーデール『占星術』　文庫クセジュ）
　次のような言葉もある。
　 　「このおろかな娘、占星術は、一般からは評判の良くない職業に従事して、
その利益によって、賢いが貧しい母、天文学を養っている。」
　 　天文学と占星術に対するケプラーの関わりに関しても、両極端の見解があ
る。すなわち、彼は天文学者であり、糊口を凌ぐためにやむなく占星術に手
を染めていたという見方から、完全な占星術師であったという見方まで。
ケプラーの生涯
年号 事　　　項
57 独ヴュルテンブルクのヴァイル・デア・シュタットに生まれる（2.27.）
587 テュービンゲン大学で数学を学ぶ
594
グラーツの福音派のStiftsschuleで、数学と天文学を教える。年俸50
グルデン。毎年占星暦を作成、報酬20グルデン。595年の暦でトルコ
人の侵入と寒波の襲来を予言、的中。星占いの依頼が殺到
597
バーバラ・ミュラーと結婚（４月）。連れ子レギーナ（７歳）。病気が
ちの妻との間に子供が二人（１男１女）できるが、二人とも生後間も
なく死亡。
『宇宙の神秘』（ピタゴラスに基づいて、コペルニクスを解説）
598
シュタイアーマルクのフェルディナント大公、ケプラーを含むプロテ
スタントを領内から追放。
599
「宇宙の調和」の着想。
Tycho Brahe（546－60）、帝国数学官としてプラハに。年俸3000
グルデン。ルドルフ2世、Benatek城を購入（6月）、ティコ・ブラーエ
に住まわせる（599.8－600.7）
600
ティコ・ブラーエの助手として、プラハに招かれ、Benatek城に入る
（2.4.）。
60
ティコの下で「ルドルフ表」（惑星表）編纂。
ティコ・ブラーエ没（0.24）。
帝国数学官に（.6.皇帝フェルディナントの時代まで）。年俸500グル
デン
602
娘スザンナ誕生（7.9.）。
『占星術のいっそう確実な基礎について』刊
604 息子フリードリヒ誕生（2.3.）
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年号 事　　　項
606 「皇帝ルドルフ２世宛の書簡」
607 息子ルードヴィヒ誕生（2.2.）
608 ヴァレンシュタインのホロスコープ作成
609 『新天文学』（第１・第２法則）
6
精神病の妻バーバラと６歳の息子、死亡。
「新年の贈り物、あるいは６角形の雪について」（雪の結晶が正6角形
になることを発見し、報告）
62
ルドルフ２世、没。新皇帝マティアス、ケプラーを追放。
リンツで州数学官の職を得る
63 スザンナ・ロイティンガーと再婚
65 母カテリーヌ、魔女の嫌疑がかかる
69 『宇宙の調和』（第３法則を公表）
620 母親、魔女として逮捕される
62 母親、釈放、翌年死亡
627
『ルドルフ表』（天体運行表）完成
ヴァレンシュタインによりその占星術師に任命され、その招きによ
り、ウルムを経て、シレジアのザガンに移住（928）
630
ヴァレンシュタイン、皇帝軍総司令官解任
ライプツィヒ、ニュルンベルクと旅を続け、帝国数学官としての俸給
の未払い分2,000グルデンの支払いを求めてプラハに赴く途中、レー
ゲンスブルクで病死（.5）
②ヴァレンシュタイン（ヴァルトシュタイン）
１）出身について
　 　出身は東ボヘミアのHermanic、父母の名はWilhelmとSmirzicka。本書で
は、この地名と人名は語られているが、それらと当の人物とのつながりは語
られていない。　
２）ハンガリーへの出征
　 　604年７月、従兄弟の推薦で皇帝軍に入り、ハンガリーに出征し蜂起した
ハンガリーのプロテスタントを相手に戦った。この出征は遅すぎたので、そ
の年の冬前に終わったが、その間、ヴァレンシュタインは、敵の戦術、味方
の指揮官の指揮ぶりをじっくり観察したらしい。彼は、勇敢さを買われて、
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「大尉」に昇進している。（Wikipediaによる）
３）請願
　 　605年、ボヘミア軍の動員解除後、彼は、ボヘミア等族によって、ドイツ
歩兵連隊の「大佐」に任命されたが、606年、ハンガリーとの和平が成立し
たので、彼のキャリアもここで終わる。しかし、それに飽き足らず、スペイ
ン領ネーデルーランドの総督、ルドルフ２世の弟アルプレヒトへの推薦状を
皇帝に要請し、入手した。しかしなぜかそれを実行せず、マティアス大公の
侍従になる。（Wikipediaによる）
４）　パドゥアとボローニャの大学で学んだこと。
　 　グランド・ツアーの一環としてイタリアへ行き、両大学で学んだのは確か
だが、「軍事科学」を学んだか否かは、未詳。
５）ケプラーにホロスコープ作成を依頼
　 　当時の王侯貴族はじめ多くの人々がホロスコープを作成させ手元に置いて
おいた。例えばルドルフ２世のそれは、ノストラダムスの手になるものだと
いう。ヴァレンシュタインは、史実では、仲介者を通じて匿名でホロスコー
プの作成を依頼したが、ケプラーは、その正体を見破ったとされている。本
書では、仲介者を通じてではあるが、ヴァレンシュタイン自身が書面で依頼
し、直接面談している。その書面の自筆サインによって、ケプラーは筆跡鑑
定を行うことになるのだが、この点については未詳。
６）ホロスコープの内容
 　 　実際の内容は不詳だが、ヴァレンシュタインが、Wagen座の中に火星が
来ていることを期待するという描写は、後に彼が作った宮殿の「騎士の間」
に掲げられた絵画を思い出させる。それは、軍神マルスに準えられたヴァレ
ンシュタインが４頭立ての戦車に乗っている絵なのである。
　 　ヴァレンシュタインのホロスコープの内容に関しては、ウィキペディア（ド
イツ語版）にゴーロ・マンの著作『ヴァレンシュタイン』からの引用を交え
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た紹介があるが、これに関してもさらに調べたうえで、比べてみたい。
７）マイスルの誘拐未遂
　 　本書では、強盗団に誘われてその企みに加担するが、手違いで未遂に終わ
ることになっているが、これはフィクションだろう。
８）ルクレツィアとの出会い
　 　先の誘拐未遂事件の手違いが基になって、後に妻となるルクレツィアと出
会うことになる。ヴァレンシュタインの結婚相手が、同じ名前の裕福な未亡
人であることは史実の通りだが、二人の出会いに本書で描かれているよう
な、艶っぽい経緯が絡んでいたのかどうか、未詳。彼女の容貌に関しても、
伝わってはいないらしい。いずれにせよ、ルクレツィアの早世による遺産相
続によって、ヴァレンシュタインが、大金持ちになり、それを元手に、モラ
ヴィアの地主となり、私兵を養ってゆくことになるのは、史実の通りである。
９）フリアウル戦争（フリウリ戦争）
　 　ヴァレンシュタインの軍歴上、最初のチャンスとなった戦争。「フリアウ
ル」とは、イタリア語で「フリウリ」。ヴェネツィアの東にある地方。当時
その地方の領主はハプスブルク家のフェルディナント（シュタイアーマル
ク・ケルンテン・クラインの大公、後の皇帝フェルディナント２世）であった。
65年そこでヴェネツィアとの間に戦争が起こり、フェルディナントは、自
らを支持する等族たちに「自分の費用で」支援してくれるよう訴えたが、そ
れに応えて駆け付けたのがヴァレンシュタインだった。彼は、ルクレツィア
の遺産で土地を買うとともに、傭兵も養っていたのだ。これが、後の「三十
年戦争」時に、皇帝フェルディナントによって、皇帝軍の総司令官に任命さ
れるきっかけになったのであろう。（Wikipediaによる）
 0）「白山の戦い」の指導者の処刑時の会場警備
　 　「白山の戦い」には、直接加わっておらず、地方のプロテスタントの制圧
に尽力していた。だが、反乱軍指導者の処刑時には、プラハの旧市街広場お
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よび市中の警備にあたっていた。その様子は、本書にも触れられている。
ヴァレンシュタインの生涯
年号 事　　　項
583
Wallenstein（583－634）, Albrecht Wenzel  Eusebius  von 
Waldstein、Hermanitz an der Elbeに生まれる。（583.9.24）
プロテスタントの家系（536に祖父Georgが、プロテスタントに）
593
595
母Margareta von Smirickýの死（593）、
父Wilhelm von Waldsteinの死（595）により孤児に。
歳で母の義兄弟Heinrich Slavataに引き取られ、Böhmische 
Brüderとして養育される
602まで、「グランド・ツアー」を行う。
イタリアのPaduaとBolognaの大学で学ぶ
602 or 06 カトリックに改宗
604
帝国軍のOberstallmeisterである従兄弟の推薦で、ボヘミア歩兵
連隊のFähnrich（士官候補生）となって、ハンガリーに赴く。
大尉に昇進
606
マティアス大公によるハンガリーとの和平により、Ｗの軍歴、
中断
607
スペイン領ネーデルランドに赴くことも考慮するが、結局、マ
ティアス大公の侍従となり、ウィーンに（４月）
608 マティアス大公に従って、プラハへ
608 ケプラーに、ホロスコープ作成を依頼
609 ルクレツィア（582－64）と結婚（５月）
60 モラヴィアの大地主に
6 新ボヘミア王マティアスに従ってプラハへ
62 皇帝マティアスの侍従に
65－7
フェルディナント大公とヴェネツィアとのフリアウル戦争に参
加
67 イザベラ・カタリーナと再婚
68
プラハで「窓外放擲事件」（5.23.）。ボヘミア等族、臨時政府組織。
モラヴィア等族、厳正中立をまもるが、郷土防衛軍を組織。Ｗ，
も大佐として、軍隊を組織することを委託さる。
Ｗ、ボヘミア王Ferdinanndに忠誠。独自の連隊を組織（８月）。
秋、ウィーンで皇帝軍の大佐に任命さる
－  37  －
年号 事　　　項
69
Ｗ、オルミュッツに帰還（４月）。
ブルノのモラヴィア議会、蜂起への同調を決議（５月）。
Ｗのモラヴィア連隊は、Wienへ
620
「白山の戦い」時は、北西ボヘミアを制圧（月）。
Ｗ、司令部をプラハに移す（2月）
62 反乱軍指導者の処刑時は、旧市街広場および市内を警備（６月）
623 ボヘミアのフリートラント侯に
625 皇帝軍総司令官に。ボヘミアのフリートラント公に
628 シレジアのザガン公に。メクレンブルク公に
630 皇帝軍総司令官、解任
632 皇帝軍総司令官に再任
634 総司令官解任、皇帝の刺客により暗殺（2.25.）
③ ルドルフ２世時代の高官たち等
　神聖ローマ帝国ないしボヘミア王国の高官たちは数多く登場するが、姓だけ
で名が書かれていない場合が多いので、人物を特定し難いものがかなりある。
親子・一族親類の場合もある。それゆえほぼ確実に同定できるものだけを以下
に掲載する。これらは、職階や役割等は、史書等と少し違っているものもいる
が、概ね正確と判断してよいだろう。
　例えば、フィリップ・ラング。彼は、皇帝の侍従だが、君側にあって私腹を
肥やす典型的な悪徳側用人と伝えられている。エヴァンズは「きわめつきの悪
人」とさえ評している。本書でも、マイスルから皇帝にわたるはずの資金の一
部を着服していることが指摘されている。
　かわいそうなのは、バルヴィティウス。エヴァンズによれば、終生ルドルフ
皇帝に仕え、臨終の場にも立ち会った枢密顧問官であった。それが、本書では、
侍従のフィリップ・ラングと折り合いが悪いために解任され、盗賊団の首領に
まで落ちぶれ、逮捕される前にもうひと働きしようとマイスルの誘拐を企て、
ヴァルトシュタインを仲間に引き込もうとする人物として描かれているのであ
る。結局その企みは失敗し、官憲に逮捕されてしまうのだ。そのような設定が
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生じた理由としては、皇帝の資金繰りの事情、秘密の金庫番の存在、マイスル
の行動の全てを知っている存在が欲しかったのだろう。それには「元枢密顧問
官」がぴったりだったのである。この顧問官殿には、別の所でも出会うことに
なる。ティコ・ブラーエの死後、ケプラーの所に、「帝国数学官」への任命を
伝えに来た者こそ、このバルヴィティウスだったのだ。
　以下、左欄にペルッツの記載した人名、役職と描かれている章等を記す。生
没年を付記した。右欄には、様々な書物等から得た情報を記した。
高官たち
Perutzの記述 他の史書等の記述
Barvitius, Johann Anton
〔555-620〕
Geheimer Rat (Ⅷ)
Geheimsekretär 
593-62 Reichshofrat
600-608 Sekretär des Geheimen Rates
608-2 Geheimer Rat　枢密顧問官
Czernin, Hermann von
〔576-65〕
(Ⅲ, XII)
Oberstforestmeister 
60 Oberstsilberkämmerer
603 Kämmerer
Hanniwald
Geheimsekretär (Ⅴ, Ⅷ)
Hanewald  (Haniwald  od. Hannewald), 
Andreas.
Reichshofsekretär 
590 Sekretär der Reichskanzler
596-606 Reichshofrat
606-2 Geheimer Rat　「悪徳顧問官」
Hegelmüller
〔572-633〕
Geheimer Rat (Ⅸ, Ⅹ, XII)
Hegenmüller, Johann Ruprecht
566-83 Reichshofrat, Geheimer Rat
枢密顧問官
Khevenhueller, Hans Christoph 
Graf  〔538-606〕
(Ⅷ, Ⅹ)
Khevenhüller, Hans Ch., Freiherr von
574-606 Botschafter in Spanien, 
Geheimer Rat und Kämmerer
「スペイン駐在大使」
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Perutzの記述 他の史書等の記述
Lang, Philipp
〔um545-60〕
Leib- und Kammerdiener (Ⅱ, Ⅴ,
Ⅶ, Ⅷ, Ⅹ, XII, XIII, XV)
Lang von Langenfels, Philipp
600-08 Kammerdiener
「きわめつきの悪人」
Lichtenstein, Karl von
〔569-627〕
Obersthofmarschall (Ⅴ, Ⅹ, XIII)
Obersthofmeister, Präsident des Geheimen Rates 
606 Geheimer Rat und Obersthofmeister
622 Statthalter in Böhmen　
「宮内長官」
Lobkowitz, Zdenko von
〔568-628〕
Geheimer Rat und Kanzler 
von Böhmen (Ⅳ, Ⅴ, XII)
「枢密顧問官兼ボヘミア宰相」
598-627 Oberstkanzler von Böhmen
Kanzler des Königreichs Böhmen 
599-6, 6-69 Oberstkanzler des
 Königreichs Böhmen　
「ボヘミア行政長官」
Eva von Lobkowitz 
〔um575-624〕　(Ⅹ)
Freiin, Tochter des Georg Poppel von
Lobkowitz
Mannsfeld,  Graf von
〔580-626〕
(Ⅱ, VIII)
Mannsfeld, Ernst von 
595 ハンガリー派遣軍最高指揮官だっ
た父と共に対ハンガリー戦争に加わる。
604－07　ネーデルランドで軍務
60　プロテスタントになる
6以降　プロテスタント派の傭兵隊長
Miseroni
Hofdiener und Steinschneider
 (Ⅷ, Ⅸ)
Miseroni, Ottavio/Oktavio
〔567-624〕
589-62 Edelsteinschneider
Hofedelsteinschleifer
Nostiz, Otto von (Graf)
〔574-639〕
Oberstkämmerer (Ⅴ, XII, XIII)
「ボヘミアの次席行政長官、枢密顧問
官」
Palffy, Nikolaus (Baron)
〔552-600〕
Kammerherr (Ⅹ, XIII)
58 Erzkämmerer von Ungarn und 
Geheimer Rat
592 Incolat für Böhmen
599 Gf. von Erdöd
Rußwurm, Bernhard, General
(Ⅴ)
Ruswurm, Hermann Christoph, Graf von
Feldmarschall im Türkenkrieg 
605処刑
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Sternberg, Adam
〔575?-623〕
Oberstallmeister (Ⅴ, Ⅹ, XII, 
XIII)
597-99 Obersthoflehenrichter
599-603 Oberstlandrichter
602-08 Oberstlandkämmerer
608-9 Oberstburggraf des Königreichs 
Böhmen ボヘミア王国筆頭城伯
Strahlendorf, Leopold Freiherr
 von  〔?-62〕
vertrauter Rat (Ⅹ)
603-2 Geheimer Rat
606-07 Reichsvizekanzler Amtsverwalter
607-2 Reichsvizekanzler
62　皇帝没後辞職、直後没
Trautson
vertrauter Rat (Ⅹ)
（父）Trautson, Jan/Johann〔?-590〕
「首席枢密顧問官」
（子）Trautson, Paul Sixt, Graf 
Obersthofmarschall und Reichshofratspräsident
〔550-62〕
576－8 Reichshofrat
582-94 Präsident des Reichshofrates
595-600 Geheimer Rat und Kämmerer
「式部長官、600突然罷免」
　MiseroniとTrautsonの場合、親子共に皇帝に仕えている。前者の父Ottavio
またはOktavioはHofedelsteinschleifer、息子DionisioはSchatzmeister und Verwalter 
der Kunstkammer Rudolfs II. を務めた。父は588から624までプラハに滞在
している。職務の記述から、このMiseroniは「父」を指すと思われる。後者は、
没年を考慮すると、息子のほうが妥当と思われるが、決め手はない。
　Mansfeldは、「三十年戦争」初期のプロテスタント派の将軍・傭兵隊長だが、
若いころは、ハプスブルク家に仕える軍人の一家に育った。本書には、「三十
年戦争」時の話題とともに、ルドルフ２世のためにネーデルランドで絵画を購
入したという記述があるが、その可能性は十分考えられる。
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４）プロテスタント
　プロテスタントには様々な傾向がある。ボヘミアのフス派も一様ではない。
詳しくは後にまとめるが、フス派は穏健派の「ウトラキスト」と急進派の「ター
ボル派」に分かれ、「ターボル派」が壊滅したのち、そこから「ボヘミア兄弟団」
が成立した。またドイツからルター派が、フランスからカルヴァン派がボヘミ
アに入ってきた。これらすべてが混然一体になっていたのが、「白山の戦い」
（620年月）におけるボヘミアのプロテスタント軍であった。
　「白山の戦い」での敗北の翌年、62年６月2日に、反乱の首謀者として27
名が、旧市街市庁舎前の広場で処刑された。民族的にみるとドイツ人３人、ボ
ヘミア人24人。その中にカトリック教徒が１名いたらしい。また別の分類では、
領主クラス３人、騎士７人、市民7人であった。処刑された者全員の名前はま
だ確認できないが、６名は確認できた。以下のリストで没年が62年６月2日
の者たちである。
　別の資料によれば、被処刑者の名前として、次の0名が挙がっている。全27
名のうち、絞首が３名、残りは斬首であったらしい。（下線部は、本書に出て
きた人名。）
　Joachim Graf Schlick, Christoph Harant (Polžicer Herr), Václav
　Budovec, Kaspar Kaplir, Dionys von Czernin, Sixt von Ottendorf, Otto
　von Loos, Prof. Jan Jessenius, Jurist Hauenschild, Ratsherr Kuttnauer
　  （Alfred Payrleitner)
　ディオニュース・フォン・ツェルニンと高官リストに出てくるヘルマン・
フォン・ツェルニンは、兄弟である。カトリックであったヘルマンは処刑場に
設えられた貴賓席に臨席していたがいたたまれず席を立ったと本書に描かれて
いる。イェセニウス博士は、カレル大学学長で、「カフカの恋人」ミレナ・イェ
センスカーの遠いご先祖である。
　さて本書第Ⅱ章に登場する二人のボヘミア貴族の一人でカレル大学生の
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Peter Zaruba von Zdarも処刑されたと描かれているが、資料では未確認であ
る。もう一人のGeorg Kaplir von Sulaviceの名もいまだ見当たらない。同姓の
被処刑者がいるが、Georgは、Zarubaより「少し年長」なだけなので、この被
処刑者は彼の親か祖父にあたるのかもしれない。
　Wenzel Kinskyと兄弟のWilhelm Kinskyは、行動的なプロテスタントであっ
たにもかかわらず、「白山の戦い」の後も、迫害もされず、財産没収にもあっ
ていない。「義理の父」の影響力を指摘する声もある。
　最後にWuk von Rosenbergだが、彼にはまた奇妙な造形が加えられている。
ボヘミアの大貴族である彼は、皇帝ルドルフと「四六時中不和を醸し出してい
た」（エヴァンズ）らしいが、それでも本書に描かれているように、「ルドルフ
が自分にボヘミアの王冠を与えなかった」からといって、暗殺を企てたなどと
いう話はどこにも書かれていない。彼がプロテスタント系であったことは本書
には言及されていない。この暗殺事件を未然に防いだ者こそ、ラビ・レーヴで
あった（XIV章）。
　
　プロテスタント系の人たち
Perutzの記述 他の史書等の記述
Budowetz auf Budow, Wenzel
〔547-62.6.2〕
(XII)
Führer der Böhmischen Brüder
Direktor der böhm. Stände
「領主」
Dionys von Czernin auf Chudeniz
〔?-62.6.2〕
(XII)
592 Truchseß
Hofbeamter, bereits als Edelknabe  im 
Dienst Rudolfs II. 
Harant, Christoph
〔564-62.6.2〕
Präsident des böhm. Hofkammer
(XII)
60 Oberstsilberkämmerer
60 Kämmerer
602 Herrenstand in Böhmen
「音楽家・旅行家」、「領主」
Jessenius, Johannes, Dr.
〔566-62.6.2〕
(XII)
protestant. Rektor der Prager Uni., 
Leibmedicus Rudolfs II. 
67 Rektor des Collegium Carolinum
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Perutzの記述 他の史書等の記述
Kaplir von Sulavice, Georg
Kaplir ze Sulevic, Kašpar
〔535-62.6.2〕
Kinsky, Wenzel
〔572-626〕
〔Ⅱ, XII〕
Oberstjägermeister, Wortführer  der 
prot. böhm. Stände 
ボヘミア・プロテスタント等族の代弁者
Rosenberg, Wuk von
〔539-6〕
(XIV)
Rosenberg, Peter Wok/Vok von
Böhmischer Brüder, galt als Kryptcalvinist
Schlick, Joachim Andreas, Graf
von 〔569-62.6.2〕
ein Deutscher, Haupt der böhm.
 Brüder  (Ⅷ, XII)
Haupt des  lutherisch gesinnten Teils 
der böhm. Stände
「領主」
５）その他の主要な脇役たち
Anton Brouza, Ofenheizer, Hofnarr des Kaisers Maximilian 
　 皇帝ルドルフ２世の暖炉係、前皇帝マクシミリアン２世の宮廷道化師。前皇
帝の遺言により解雇はされなかったが、道化師の職はやめている。口さがな
い廷臣は、「宮廷に道化師は二人もいらない」という。時々前皇帝を思い出
して涙。
Berl Landfahrer
　 「田舎回りのベルル」といったところ。古物の行商。マイスルが何をやって
も成功するタイプだとすると、彼はその反対で何をやっても失敗するタイ
プ。ユダヤ人街で最も不幸な人物として、マイスルから遺産を与えられるが、
それさえも手に入らない。
Baron Lorenz Juranic
　 クロアチア、あるいはスラヴォニアの大尉。「スクラヴォニア」は古語。ハ
プスブルク家は、526年にボヘミア・ハンガリーの王位を獲得した時、同時
にハンガリーに含まれる「クロアチア・スラヴォニア王国」の王位も継承し
た。同王国は、ハンガリーの南西部に位置し、東部がスラヴォニア、西部が
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クロアチアになる。現在のクロアチアとほぼ重なる地域。当時のハンガリー
領は、ほとんどオスマントルコに占領されていたので、「クロアチア・スラヴォ
ニア王国」も、東西に細長い形になっていた。つまりそこは、対トルコ戦争
の最前線だったのだ。
Heinrich Twaroch
　 皇帝の勘気に触れて死刑判決を受けながら、逃亡し、モロッコで出世して大
使としてプラハに戻ってきた。
Leibarzt des Kaisers, ein getaufter Jude aus Candia
　 名前は書かれていないが、カンディア（クレタ島）出身の改宗ユダヤ人で、
皇帝の侍医とされている。カンディアの出身で、プラハで活躍した人物に
Josef del Medigo（59－655）という医者・哲学者がいる。パドゥア大学
で医学・哲学・数学・天文学（ガリレイから）を学んだ後、いったん故郷に
帰ったが、そこに安住せず、エジプト、トルコ、ポーランド、ハンブルク、
アムステルダム、フランクフルト、ヴォルムスを旅した後、プラハにやって
きた。ルドルフの侍医ではなかったが、ポーランド時代にラジヴィル侯の侍
医を務めたことがある。本書で、マイスルという名を耳にしたルドルフが、
その素性を尋ねる相手に相応しい経歴である。
Maler Brabanzio, Vojtěch oder Adalbert Brabenec
　 ボヘミア出身だがイタリア人の名前を名乗っている画家、わけあってプラハ
から逃亡しヴェネツィアで失踪。
Jakobus van Delle 
　 皇帝に仕える錬金術師。約束の期日までに金を作ることができず、逃亡する
が、自分より有能な「錬金術師」が出現したことを知って、自殺。
　これらの人物はすべて架空の存在であるが、そのうちの何人かには、作家ペ
ルッツの自己意識の幾分かが仮託されているように思われる。
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５．皇帝ルドルフ２世
１）趣味
　○動物園
　　 　先に紹介した「王立庭園」の中に、58年から83年にかけて、ルドルフ
２世が、野獣を飼っておくための檻を設置した。（Löwenhofという言葉も
伝わっているが、「中庭」か「建物」か不詳。）どのような規模と構造だっ
たのかは不明だが、本書では以下のような動物に言及されている。「山猫」、
「熊」、「猿」、「ライオン」、「鷲」である。ルドルフは特に「ライオン」を
好んだと伝えられている。なお、王宮と庭園の間に「鹿の濠」という名の
小峡谷があるが、その名前の由来もルドルフ時代にあって、そこに鹿を放
し飼いにしていたと考えられている。
　○「芸術と珍奇物の部屋」（Kunst- und Raritätskammer）
　　　石川達夫氏の簡にして要を得た説明を引用する。
　　 　「ルドルフは、非常に多くの絵画・彫刻・工芸品などの芸術作品のほか、
自然の標本や珍奇物までも収集していた。これらのコレクションのうち、
絵画のコレクションは、プラハ城北翼の二階の広間（今日の『ルドルフ画
廊』）に置かれてそこは画廊とされ、その隣の広間（今日の『スペイン広
間』）は彫刻の展示場とされた。また、工芸品と珍奇物は、『長い廊下』（今
日の中央翼）に置かれて、そこは『芸術の部屋』（略）と呼ばれた。しかし、
ルドルフの厖大なコレクションは、彼の死後、散逸してしまった。一部が
ウィーンに移され、一部が売却され、多くが三十年戦争末期にプロテスタ
ントのスウェーデン軍がプラハに侵入した際にスウェーデン軍によって略
奪され、さらに一部が十八世紀末にヨーゼフ二世によって競売にかけられ
た。」（『プラハ歴史散策　黄金の劇場都市』）
　　 美術品　本書では、ヨーロッパ各地から絵画等を購入して送らせたことが
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書かれているが、具体的な作品名はほとんど挙げられていない。画家とし
ては、アルトドルファー、ブリューゲル、クラーナハ、デューラー、ホ
ルバイン、パルメジャニーノ、ロースの名が挙がっているが、作品名は
Dürerの “Anbetung der Könige” だけである。
　　 　彫刻も、「古代の偉大な巨匠による大理石像」である「イリオネウス」（ア
ポロンの矢に当たって死んだ、ニオベの息子）像以外は、ごく一般的な「古
代ギリシアの大理石像」といった表現が使われており、具体的な作品名は
不明である。
　　 工芸品・その他　ルドルフが集めたものとしては、古代ローマの墓地で発
見された「指輪や磨いた石」、「古代ローマのコイン」、「紅玉」、「球面鏡・
放物面鏡」、「水晶杯」、「永久機関」が挙げられ、「時計」造りに熱中して
いた様子も描かれている。時計に関しては、「国事はそっちのけで、錬金
術師の実験室、画家のアトリエ、時計職人たちの工房だけが彼の関心の的
であった」（エヴァンズ）という指摘がある。また「ベツォアール（牛や
山羊の胃に出来る結石）」にも言及されているが、実物らしきものの写真
が、「芸術新潮」誌、2002年0月号に掲載されている。
　　 
２）トルコ戦争
　トルコ帝国は、コンスタンチノポリスを陥落させたのち、バルカン半島を北
上し、ハンガリーの大部分を占領して、ヨーロッパの中央部、神聖ローマ帝国
を窺うに至った。526年にボヘミア・ハンガリー王位を継承したハプスブルク
家は、トルコ軍と直接対峙することになったのである。529年の第１次ウィー
ン包囲が終った後も小競合いが続いていたが、90年代に入ってトルコがハンガ
リーで攻勢に出てきた。こうしてルドルフの時代に「長いトルコ戦争」といわ
れる「十五年戦争」が勃発することになる。終始守勢に立たされていたハプス
ブルクにとって、598年のラーブ奪還は、久方ぶりの大勝利であり、国を挙げ
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てのお祭り騒ぎだったとのことである。
　戦争の経過や結果より重要なことは、次項に関係することだが、この戦争が
ルドルフ・マティアス兄弟の関係に及ぼした影響である。ルドルフは対トルコ
戦の総司令官に、名目上にせよ弟のマティアスを当てた。そしてマティアスが
中心になって、休戦条約を締結した。その条約に、ルドルフは不満だったらし
いのである。
対トルコ戦争関連年表
年号 事　　　　　項
453 オスマントルコ帝国軍、コンスタンチノポリス占領、ビザンティン帝
国滅亡
526 ボヘミア・ハンガリー王ルドヴィーク（ラヨシュ２世）、ハンガリー南
部の「モハーチの戦い」で、敗北・落命。ハプスブルク家が、ボヘミ
ア・ハンガリーの王位継承
529 オスマン軍、第１次ウィーン包囲
54 ハンガリーのブダ城、オスマン軍に占領さる
547 ５年間の休戦条約
552 オーストリー、対トルコ戦争に取り組む
562 トルコ優位の内に、和平成立
565 オーストリー、トランシルヴァニアへ進出（条約違反）
566 トルコ軍、オーストリー領に進撃、また、南ハンガリー攻略。
トルコ軍、スレイマン１世の崩御により、引き上げ
568 オーストリーとトルコ、和約。574、583に休戦条約更新
587/88 国境地帯で小競り合い
590 休戦条約更新
59/92 トルコ、オーストリー領クロアチアを侵犯
592 オーストリー、トルコとの「十五年戦争」始まる
592 ハンガリーの都市ラーブをオスマン軍に占領さる
598 オスマン軍から、ラーブを奪還
606 「ジトヴァトロク条約」で、戦争終結（..）
65 「ジトヴァトロク条約」を確認する条約締結
66 「ジトヴァトロク条約」を確認する条約締結。この平和条約の効力は
約50年間続いた
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３）「兄弟喧嘩」
　史上名高い「ハプスブルクの兄弟喧嘩」とは、皇帝ルドルフ２世と弟マティ
アスとの権力争いであるが、その実態は、弟が兄の権力を次第に奪取してゆく
過程と捉えられる。一体、その原因は何だろう。兄が政治的・宗教的・外交的
に無能であり、それゆえにハプスブルク家の行く末を案じた一家の全員が、世
襲領の等族たちを味方につけて、ルドルフを廃し、マティアスに権力を委ねた、
あるいはマティアス自身がそれを画策した。そのきっかけは、次項で述べるよ
うなボヘミアのプロテスタントに対する融和的姿勢（609年）とも、マティア
スが中心になって締結した、前項の「ジトヴァトロク条約」（606年）にルド
ルフが不満を鳴らしたからだとも言われている。マティアスが明確な行動に踏
み切ったのは、606年頃のようだ。しかし彼の心の中には、もっと以前から兄
に対する不満の気持がめばえていたのではなかろうか。
　父マクシミリアン２世は、ハプスブルク家領の細分化を恐れて、世襲領を全
て長子ルドルフに譲り、弟たちには、年金や役職だけを与えた。いわゆる「長
子単独相続」であり、これは、それまでのハプスブルク家の方針ではなかった
のである。オーストリーが正式に「長子単独相続制」を採るのは、62年のこ
とになる。マティアスには、これが不満だったのではないだろうか。彼が577
年、ルドルフの皇帝即位の翌年に、兄に黙って、ネーデルランドの反乱派に推
されて執政（総督）の職を引き受けたのも、そのような心情が背景に考えられ
よう。彼の行動は、ルドルフと仲の良かった次兄エルンストが亡くなってから
一層はっきりと現れてくる。ルドルフに子供がいないことを理由に、後継者の
決定を迫った（599年）こと、これが事実上の「兄弟喧嘩」の第１幕と解して
良いかもしれない。
　本書では、エステルの死後３年目、すなわち592年の時点で、ルドルフには
まだ弟マティアスによる暗殺の不安がなかったので、自由に城を抜け出すこと
ができたという描写がある（第Ⅸ章）。また、マイスルが彼の隠れた守護者になっ
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た後の時点では、弟に王冠を奪われる恐れを口にしている（第Ⅴ章）。そして
マティアスによって権力と王冠が奪われてゆく過程が、第XII章で詳しく述べ
られることになるのである。
マティアスの経歴
年号 事　　　　　項
557
ウィーンに生まれる（2.24.）
兄弟たち。
Rudolf  552‐62　
Ernst  553‐595　ネーデルランド総督
Matthias  557‐69　
Maximillian  558‐68　ドイツ騎士団大団長
Albrecht  559‐62　トレド大司教、後ネーデルランド総督
Wenzel  56‐578　 カスティリアにおけるヨハネ騎士団会
長
575/76 ルドルフ、ボヘミア王（575）、皇帝（576）即位
577-58 ネーデルランドの総督（Statthalter）
595 オーストリア大公国の総督（Statthalter）
594/95
対トルコ戦争における名目上の総司令官。
ハンガリー国会における皇帝代理
598/600
対トルコ戦争における名目上の総司令官。
ハンガリー国会における皇帝代理
599 後継者を決めるようルドルフに催促。ルドルフ拒否。
600 弟マクシミリアン、従弟フェルディナントと、反皇帝の協定
606
オーストリアの大公たち、皇帝を「精神病」とし、マティアスを一
家の長と宣言して、皇帝の退位を要求
606
オスマンとの「ジトヴァトロクの和平」を締結
ハンガリー内部の紛争を、信仰の自由を保証することで収拾
ハンガリーで騒動再燃。モラヴィアとオーストリアでも等族が反
抗。
608
プレスブルクでハンガリー議会とオーストリア等族と同盟締結。
後、モラヴィアも加わる。
プラハに侵攻。ボヘミアの等族を味方につけるため（４月）。
ボヘミア等族は、ルドルフを支持
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年号 事　　　　　項
608
皇帝とリーベン協定締結。権力分割（6.25.）。
ルドルフは、ボヘミア、シュレージエン、ラウジッツを統治、
マティアスは、ハンガリー、オーストリア、モラヴィアを統治
6
ルドルフの甥でパッサウ司教のレオポルトが軍を率いて、プラハへ
侵攻、左岸占領。ボヘミア等族、マティアス支持に代わる。
マティアス、プラハに入って、レオポルトを追放。
ボヘミア議会、マティアスをボヘミア王に選出（5.23.）
62 ルドルフ没、マティアス皇帝に（.20.）
67 マティアスの従兄弟フェルディナント、ボヘミア王に（6.6.）
69 皇帝マティアス没（3.20．）
６．宗教事情－フス派等
　ヤン・フスの思想は瞬く間にボヘミアに広がっていった。ドイツのルターよ
り、百年早い宗教改革であった。フスが異端として処刑されたのち、フスの教
えを奉ずる人々は、カトリックと皇帝に対して戦争を起こす。フス派の思想は、
単なる宗教改革でなく、ボヘミア人の独立運動の色彩を帯びてくる。
　戦争の過程で、フス派の中に、「ウトラキスト」や「ターボル派」が生まれ
てきた。フス派の教義の中に「両形色聖餐」というのがある。キリスト教の聖
餐には、「パンと葡萄酒」の二種類が用いられていたが、カトリックではいつ
の間にか、「葡萄酒」は聖職者に限定され、一般信徒には「パン」しか与えら
れなかった。これを元に戻し、聖餐式を「二種の形色のもとで」（sub utraque 
specie）行おうというわけである。そしてここからフス派、特にその穏健派が「ウ
トラキスト」と呼ばれるようになる。「ターボル派」は、原始キリスト教的な
共同生活を理想とする一派であり、南ボヘミアに生活共同体として、聖書の地
名に因んで「ターボル」という町を建設したので、その名が付けられた。
　フス派は、カトリック側の５次に及ぶ十字軍を撃退し勝利したが、カトリッ
クとの和解を模索する穏健派ウトラキストと徹底抗戦を主張する急進派ターボ
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ル派が対立するようになり、結局、ターボル派は敗北して、次第に消滅する。
そして彼らの中から、世俗の出来事に背を向けて独自のコミュニティーを形成
する「ボヘミア兄弟団」が生まれてくる。
　勝利したウトラキストは、それ以後のボヘミアの動向を支配することにな
る。ボヘミア王位は外国在住の王たちに与えられていたので、基本的に自由に
国政を運営できたのだろう。時には、ポジェブラディのイジーのように、ウト
ラキストが自らの王を選出したこともあった。フス戦争以来、カトリックの大
司教は空位のままであった。ウトラキストの大司教が生まれたこともあった。
カトリックの側は強力にボヘミアに介入しようとするが、ウトラキストは、カ
トリックとなんとか折り合っていた。
　ドイツでルターによる宗教改革が起こると、その影響がボヘミアにも及んで
きた。フスの教えとルターのそれには近いものがあったので、両者が融合する
動きも生まれてきた。カルヴァンの教えも浸透してきた。
　526年にボヘミア王位は、ウィーンのハプスブルク家に継承され、そのウィー
ンのハプスブルク家が、神聖ローマ帝国の皇帝位に就いた。神聖ローマ帝国皇
帝とは、カトリックの擁護者。教皇庁やスペインからの圧力も強まって来る。
しかしハプスブルク家の皇帝たち、フェルディナント、マクシミリアン、それ
にルドルフも含めて、彼らはみんな、ボヘミアのフス派等のプロテスタントに
対して概ねやさしかったと言えよう。もっとも、教皇やスペインの圧力もあっ
て、カトリック化政策をとることもあったのだが。この「やさしさ」が、彼ら
の個人的性向から来ているのか、70％から90％の国民がフス派だとも言われる
ボヘミアの民族的事情を熟知していたからかは、わからない。
　555年の「アウクスブルクの宗教和議」で認められたのは、カトリックとル
ター派のみであり、フス派もカルヴァン派も、もちろん「ボヘミア兄弟団」も
その中に含まれてはいなかった。その一方、プラハの大司教座が再建された。
カトリック側も「対抗宗教改革」を開始した。プラハに導入されたイエズス会
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の圧力は強まって行った。
　ボヘミアのプロテスタントたちは、完全な宗教的自由を求めて「ボヘミアの
信仰告白」を作成し、皇帝に提出する。皇帝マクシミリアン２世は、それを勅
令でなく、口頭でのみ承認した。そういう不安定な状態がしばらく続く。ハン
ガリーやモラヴィアを従えたマティアスが、ボヘミア等族の支持も得ようとプ
ラハに乗り込んでくる。マティアスも、個人的にはカトリック志向だが、ここ
では政治的判断を優先させて、ハンガリー・モラヴィアには「信仰の自由」を
承認している。ボヘミア等族は、「ボヘミアの信仰告白」を勅令で承認するこ
とと引き換えに、ルドルフの側に就く。こうしてボヘミアのプロテスタントた
ちは、完全な信仰の自由を手に入れたと思った。
　マティアスの在位中は、寛容政策が辛うじて継続されていた。彼も、ハンガ
リー、モラヴィア、ボヘミアのプロテスタント系等族の支持を得て、皇帝にま
で上り詰めた以上、カトリック化を強行することはできなかったのだ。問題は
67年にボヘミア王になったフェルディナント２世であった。彼はかつてオー
ストリー南部のシュタイアーマルクの大公として、狂信的なまでのカトリック
派として振る舞い、ケプラーを追放した人物でもあった。その彼が、ボヘミア
王になった、後に皇帝になる。何かが起きないはずはなかったのだ。こうして
起きたのが、68年の「窓外放擲事件」であり、620年の「白山の戦い」であった。
　その結果が、フェルディナント２世による624年のカトリックをボヘミアに
おける唯一の宗教とする「勅令」と627年の『改訂領邦条例』であった。後者
の内容は、ハプスブルク家を唯一正統な君主とすること、カトリックを唯一の
宗教とする（ユダヤ教は例外）ことといったもので、そのほかにドイツ語をチェ
コ語と並んで公用語にすることも規定されていた。これによって、ボヘミアに
おける宗教の自由だけでなく、政治的な「ボヘミアの自由」も完全に終息した
のである。
　さて本書では、第Ⅱ章に出てきた若きボヘミア貴族たちがウトラキストであっ
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た。その内、特にカプリーシュの方にユダヤ人嫌いの発言が見られることに注
目しておきたい。また枢密顧問官Hanniwaldは、時々、ルドルフが「ウトラキ
ストの異端に」心を寄せているのではないかとの虞を抱いている（第Ⅴ章）。「ウ
トラキストが王国のどこでも異端の頭をもたげている時代」（第Ⅹ章）といった
記述もある。プロテスタントについて詳細に描かれるのは第XII章で、そこでは、
62年６月2日の処刑の様子と被処刑者の人物像が詳細に描かれている。
フス派関連年表
年号 事　　　　　項
45 ヤン・フス（370頃の生まれ）、コンスタンツ公会議で火刑（7.6．）
49 プラハ新市街市庁舎襲撃、窓外放擲事件（フス戦争の発端）
420 フス戦争始まる（7.4．）
43 プラハ大司教座、空位（～ 56）
434 プラハ東方の「リパニの戦い」で、フス派の急進派ターボル派の敗北
436 バーゼル公会議において、フス派の穏健派（ウトラキスト）とカトリッ
クの和解成立。両形色聖餐、ボヘミアとモラヴィアに限って認めら
れたが、後に、教皇により否定さる。
以後約200年間、ボヘミアとモラヴィアでは、フス派とカトリックの
共存の時代
457 ペトル・ヘルツィツキ （ー390頃－460頃）の支持者たちによって「兄
弟団」（「ボヘミア兄弟団）が結成される
458 ポジェブラディのイジー（フス派の貴族）即位（～ 47）
485 「クトナー・ホラの協定」（フス派とカトリックの和解）
500 ボヘミアの「領邦条例」（憲法）
57以降 プロテスタント勢力（ルター派、カルヴァン派）の浸透、フス派と融
合
526 ハプスブルク家のフェルディナント１世、ボヘミ王に即位（0.23.）。
以後、ハプスブルク家がボヘミア／ハンガリーを統治
547 プロテスタント等族、国王に反乱、プラハ市も加担。
7月8日、プラハ屈服。ボヘミアの新教派都市（プラハなど）の自治
権削減
555 「アウクスブルクの和議」（カトリック、ルター派を許容）
556 カトリックのイエズス会、プラハへ。学院（クレメンティヌム）創設
56 プラハの大司教座再建（43年以来空位）
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年号 事　　　　　項
563 カトリック、トリエント公会議（45－63）で、対抗宗教改革方針策定
564 プラハ大司教区とオロモウツ司教区に限って、両形色聖餐が認めら
れた
575 フス派等、信仰の自由を求める「ボヘミア人の信仰告白」を上程、
皇帝マクシミリアン２世、口頭でのみ承認
588 「ボヘミア兄弟団」員により『クラリツェ聖書』（聖書のチェコ語訳）
が刊行される
皇帝ルドルフ２世、宗教的に寛容政策を維持
608 ルドルフの対オスマン帝国政策に不満な弟のマティアスが、ハンガ
リーやモラヴィアの貴族たちを味方につけて、軍隊を率いてプラハに
迫る
609 ボヘミアのプロテスタントたちは、ルドルフを支持することと引き換
えに、「ボヘミア人の信仰告白」の正式承認を迫る。ルドルフ、勅令
で承認（7.9.）
6 ルドルフの甥、パッサウ司教レオポルトが、ドイツのカトリック勢力
に支持されて、プラハ占領を企てる。
ボヘミア等族、ルドルフを見限る。
ボヘミアの支持を得たマティアス、プラハに入ってレオポルトを追
放。ボヘミア議会、ルドルフのボヘミア王廃位、マティアスのボヘミ
ア王即位を決定
67 マティアスの従兄弟フェルディナント、ボヘミア王に（6.6.）
ルドルフ２世の勅令を廃止しようとする
68 ボヘミア北部のプロテスタント教会がプラハ大司教により閉鎖された
ことをきっかけとして、プロテスタントの代表が、プラハ城で抗議。
プラハ城で「窓外放擲事件」起きる（5.23.）。30年戦争の発端
69 ボヘミアのプロテスタント、「ボヘミア連合」を結成（７月）。
ボヘミア等族、フェルディナントのボヘミア王位を廃す（8.9.）
ボヘミア等族、プファルツ選帝侯フリードリヒ５世を国王に選出
（8.26.）。
フランクフルト帝国議会、フェルディナントを皇帝に選出（8.28.）。
フェルディナント、皇帝即位（8.29．）
プファルツ選帝侯フリードリヒ、ボヘミア国王即位（．3.）
620 「白山の戦い」で、プロテスタント軍、敗北（.8．）。
フェルディナント、改めてボヘミア王に
62 プロテスタントの反乱指導者27名、プラハの旧市街広場で処刑
（6.2．）
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624 フェルディナント、勅令でカトリックを唯一の宗教と宣言し、非カト
リックへ改宗を迫る（ボヘミアには3.29付、モラヴィアには6.9.付で）
627 皇帝フェルディナント２世、ボヘミアに「改定領邦条例」公布（5.0.）
652 旧市街広場に、プラハの再カトリック化の印として「マリア柱像」が
建てられた
62年６月2日以降について
　「反乱の指導者である二十七名のボヘミア貴族がただちに処刑される。ボヘ
ミアの六百五十八家の貴族と五十の都市の領地が没収され、苛烈極まる再カト
リック化で約十五万人が亡命を余儀なくされる。」（菊池『戦うハプスブルク
家』）
　「フェルディナント２世は、叛乱側に対して厳正な処置をとり、首謀者二七
名は、62年６月2日にプラハの旧市街広場で処刑された。そのほか、プロテ
スタント貴族たちの所領は全部あるいは一部が没収され、皇帝に忠実なカト
リック貴族や傭兵隊長に与えられた。／こうしてチェコの半分以上の土地で領
主が入れ替わり、新しい貴族のなかには、ドイツ、フランス、イタリアなど外
国出身者も多く含まれていた。」（薩摩『図説　チェコとスロヴァキア』）
　「翌年、反ハプスブルク蜂起の首謀者二七人が旧市街広場で処刑され、カト
リックに改宗を拒否した三万六〇〇〇所帯のチェコ人が国外追放となる。チェ
コ貴族の土地は没収され、ボヘミアの土地の三分の一は、オーストリアやバイ
エルン、イタリアの新貴族たち、そしてハプスブルク家についたチェコ貴族な
どに分配された。」（田中充子『プラハを歩く』）
　以下にいくつかのデータを拾ってみる。
　○没収された家屋（プラハ）
　　　市民の家屋　228軒・貴族の家屋　2軒　（Lichtenberger）
　○ボヘミアの新しい貴族たち
　　　全47名中、292人が非ボヘミア人
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　　　　　ドイツ人　2人、イタリア人　43人、フランス人　20人
　　　　　スペイン人　人、ワロン人　７人　　　（Fritz Böhm）
　○新たな地主たち
　　 Buquoy, Colloredo, Huertas, Liechtenstein, Lobkowitz, Mansfeld，
       Michna, Piccolomini, Schwarzenberg, Tarouca, Waldstein
　  　（Payleitner）
　　 下線部は本書に出てきた名前。Mansfeldは、プロテスタント側の傭兵隊
長とは別人である。
　情報は錯綜しているが、領主や地主の大規模な交代、もしくは農民や市民の
カトリックへの転向が起きたのである。
　○62年の処刑の後日譚
　被処刑者のうち2人の首は、石橋の旧市街側の橋門に曝された。その中で、
シュリック伯の首にはその右手が、イェセニウス博士の首には、生前に切り取
られた舌が添えられていた。それらの首は、630年プロテスタントのザクセン
軍がプラハを占領したときに下ろされ、丁重に葬儀が行われたのち、タイン教
会に人知れず埋葬された。その場所は、誰にも分らなかったらしいが、後に偶
然に発見されたとのことである。その後、首がどうなったかは不明らしい。
　
７．ユダヤ人街
　ユダヤ人は0世紀ごろからプラハに住んでいたことが確認されている。最初
はフラチーン城や小地区等に散在していたが、次第にモルダウ右岸に集住する
ようになった。その中心が、「アルトシュール」と「アルトノイシュール」である。
「シュール」とはドイツ語で「学校」を意味するが、この場合は「シナゴーグ」
と同義である。シナゴーグは学校の機能も兼ねていたからだ。
　ユダヤ人は土地の取得も、ギルドへの加入も認められず、その土地の領主の
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「恩恵」によってのみ住むことを許された存在だった。「恩恵」（「特権」）は、
その領主一代限りであり、領主が変わるたびに多額の一種の「身代金」と引き
換えに更新された。またその「恩恵」は、領主の気分、あるいは経済的背景に
よって、いつでも取り消されたし、また多額の「身代金」と引き換えに、再交
付されたのである。
　こうして何度も追放されながら、ユダヤ人はプラハへ戻ってきた。プラハの
ユダヤ人の歴史を詳しく述べるとキリがないので、焦点を次の２点に絞ってみ
よう。一つはフス派との関係であり、もう一つは「白山の戦い」とそれ以降の
再カトリック化の時代のユダヤ人の位置である。
　初めの点に関して、フス派は、概してユダヤ人に対して寛容だったらしい。
石川達夫氏はこう述べている。
　「既に宗教改革の前段階から、プラハのユダヤ人は、キリスト教会の腐敗を
糾弾する説教師たちの話を聞きに行った。宗教改革者たちが旧約聖書に注目し
たことや、旧約聖書のモチーフ（ターボルなど）がフス派のイデオロギーに反
映していることが、ユダヤ人の共感を呼び、ユダヤ人は、堡塁の建設や、資金
提供、武器の輸入などでフス派に協力した。ユダヤ人に対するフス派の態度に
ついては、歴史家によって評価がまちまちだが、フス派は、少なくともカトリッ
クに対するよりはユダヤ人に対して、より寛容だった。フス運動によって従来
の封建的な制度が弱められた結果、ユダヤ人に関する制限も、一時弱められた。
ユダヤ人は特別な印を身に付けなくてもよくなり、農村に住んでキリスト教徒
と同様の条件で生活してもよくなったのである。」（『黄金のプラハ』）
　もっとも、フス派による暴力が完全になくなったわけではなかったし、フス
派との協力が逆にカトリックによる迫害の口実にされたこともあったとのこと
である。なお、「特別の印」とは、252年の「ラテラン公会議」で決められた
もので、ユダヤ人であることを明示させる徽章のようなもので、衣服の胸の所
に付けられた。
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　第二の点についてはどうだろうか。同じく石川氏の記述を見てみよう。
　「三〇年戦争の発端になった一六一八年のチェコ・プロテスタントの反乱の
初めに、プラハでは町の貧民がユダヤ人街を襲い、翌年には旧市街の市民がユ
ダヤ人追放の請願を出した。このような状況の中で、ユダヤ人共同体がプロテ
スタントの反乱に加わらなかったのは、理解できることである。プロテスタン
ト側が敗北した一六二〇年の『白山の戦い』の後、勝利したカトリック軍はプ
ラハを略奪したが、ユダヤ人街だけはこの略奪を免れた。一六四八年にプロテ
スタントのスウェーデン軍がプラハに進軍して来たとき、ユダヤ人はプラハの
防衛に努め、通常の財政的援助だけでなく、防備を固める仕事を手伝い、戦闘
にも参加した。〔……〕この助力に対してフェルディナント三世は、ユダヤ人
共同体に、キリスト教建築物にしか認められていなかった鐘楼をユダヤ市庁舎
に増築することを許可し、また、ユダヤ人が自分たちの紋章として、六芒のダ
ビデの星の中央にスウェーデンの兜を組み合わせて用いることを許可した。」
（同上）
　ユダヤ人はカトリックの側に立ったのだ。そうするしかなかったとは言えよ
う。648年には、プラハの旧市街には、プロテスタントはいなかったようだ。
スウェーデン軍と連携して、市内で蜂起する動きは全くなかったらしい。
　三十年戦争の時期、皇帝はユダヤ人を保護し、旧来の「特権」を継続して承
認した。そればかりでなく、戦費調達の必要上、優遇さえしたようだ。そのた
めもあってか、プラハに流入するユダヤ人が増大する。それで、「白山の戦い」
以後に没収されたプロテスタント系の人々の家屋の内、ユダヤ人街に隣接した
家屋が大量に購入されるのである。ユダヤ人の流入は、後にも続くので、つい
にはボヘミア・モラヴィア・シレジア地域に居住する家族数が制限されること
にさえなってゆくのである。
　さて本書に描かれるユダヤ人の状況で、歴史的に検証すべき事柄を順に検討
しよう。
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１ ）プラハのユダヤ人墓地にラビ・アヴィグドルとラビ・ゲダルヤの墓石はあ
るか。
　 　ラビ・アヴィグドル・カラは、有名な詩人で389年のポグロムを歌った。
439年の年号を持つ、その墓石は、旧ユダヤ人墓地にある最古の墓石といわ
れている。ラビ・ゲダルヤについては、不詳。
２ ）ラビ・レーヴが執務するシナゴーグに「万軍の主（ツェバオート）はその
華麗さで世界を満たす」と記された旗が掛けられているかどうか（第Ⅰ章）
　 　別の文献に「軍勢の主、地は、その華麗さで満つ」とあるのと同一であろう。
（原文はヘブライ語）これはカール４世により357年に許可された旗だとい
う。現在掲げられているものは76年に作成されたものとのこと。
３ ）ユダヤ人は「マリア・アン・デア・ラーケ」教会で、イエズス会の司祭に
よるヘブライ語の「ユダヤ人向けの説教」を聞かねばならなかったか（第Ⅱ
章）
　 　「ユダヤ人向けの説教」（Judenpredigt）は、630年以降イエズス会士によっ
てユダヤ人を改宗させるために行われるようになったと言われているので、
ルドルフ２世の時代ではない。フェルディナント２世は、ユダヤ人を優遇す
る一方で、本来の志向であるカトリック原理主義的姿勢も表わしているの
だ。これは、大司教エルンスト・フォン・ハラフ（在623-667。626以後
枢機卿）の意向を受けて、イエズス会が行ったという説もある。しかし敵も
さる者。ユダヤ人たちも抵抗する。本書には、彼らが、説教を聞かされる前に、
二日二晩徹夜をしたので、教会の席に腰を下ろすや否や眠りこんでしまった
と書かれているが、別の文献によると、耳に詰め物をする者もいたようだ。
なお、この説教は、ユダヤ人の「安息日」（土曜日）毎に行われた。しかし、
イエズス会士のヘブライ語が余りにおそまつであったため、しばらくしてド
イツ語に切り換えられた。それでも結局、ユダヤ人の改宗は成功しなかった
ということだ。教会に関してはMaria an der Lache, Maria an der Pfützeと
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記す資料もあるがPfützeは、Lacheと同義（「水たまり」）なので、同じ教会
のことと思われる。
４ ）ラビ・レーヴの没後の時期（本書では「609年」）にユダヤ人街にあった
全てのシナゴーグは、「アルトシュール、ノイシュール、ピンカスシュール、
クラウスシュール、ツィゴイナーシュール、マイスルシュール、ホーホシュー
ル、それにアルトノイシュール」で正しいか（第Ⅲ章）
　 　下記の年表に記したように、「ツィゴイナーシュール」は、63年という
年が焦点になる。とすると、ルドルフの没後であるから、本書の物語の時代
にはなかったのではないかと思われる。
　 　また「現存」しているものも、元の姿そのままではないものが多い。ある
ものは火災にあって修復されたり、あるものは何度も改装されたりしている
からだ。
５ ）「当時プラハのユダヤ人街はまだ壁で囲まれていなかった、壁が築かれた
のは、ようやくスウェーデンによる占領の時代になってからだった」という
記述は正しいか（第４章）
　 　ユダヤ人街がいつ頃壁で囲まれたかを特定するのは難しいようだ。年表の
699年にそのような記事があるが、これは、その0年前にユダヤ人街が大火
で壊滅し、その後再建されたことに伴うものだろう。ルドルフの時代には、
ユダヤ人に新市街に住むことも許可しているから、ユダヤ人街は、想像され
るほど閉鎖的空間ではなかったようだ。
　 　それにそもそも、プラハの旧ユダヤ人街に壁を巡らすことが可能かどう
か、未だに腑に落ちないでいる。そこには建物が密集していて、横に並んだ
１軒はゲットーに属し、その隣はゲットーの外部になる。また平行する二本
の小路の間に建物が密集しているとする。一方の小路はゲットー内、もう一
方はゲットー外としよう。その境界は双方の建物の間のくっついた家の壁と
いうことになる。それらの間に、あるいはどこか外側にもう一つ壁を造る余
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地はなさそうなのだ。壁を造り得るのは、墓地の外側と、小路の端くらいだ。
小路の端を壁で塞ぎ、そこに門と扉を付けた程度だったのではなかろうか。
扉の開閉時間や鍵の管理などは、時により、厳しくなることもあったかもし
れないが。いずれにせよ、この問題は精査が必要だ。
６ ）元枢密顧問官はマイスルの行為を次のように述べているが、それは本当か。
　マイスルは、金をばらまいている。金を借りに来た者には、証文も保証人
もなしに貸し付けているし、結婚を望んでいる貧しい娘には、こっそりと持
参金を恵んでいる。「古い浴場を取り壊して新しい」のを建てた。「新しい市
庁舎」、「病院」、「孤児院」が建てられるに違いない。「ユダヤ人街の全ての
小路や街角や水たまりを角石で舗装させようとしている。」（第Ⅷ章）
　　『ユダヤ百科事典』の記述より
　 　「彼はさらに（シナゴーグの他に－訳者注）病院、ベイト・ハミドラシュ、
クラウス、浴場（ミクヴェ）、死者の洗浄場を建て、不動産の一部を墓地拡
張のために（ユダヤ人）コミュニティーに贈った。伝承で語られているよう
に、ユダヤ市庁舎を建てたかどうかは、証明できない。さらに、プラハのゲッ
トーを自らの費用で舗装させ、ユダヤ人囚人の請け出しや貧者の援助に大き
な犠牲を払い、困窮したゲットーの住人に無利子の貸付を行った、云々。」
　 　一部、矛盾する記述や、「囚人の請け出し」といった未だ知られない情報
もあるが、本書の記述と概ね一致するとみてよいだろう。「ベイト・ハミド
ラシュ」は、シナゴーグに付属する祈りと学習のためのセンターのこと。ま
た「クラウス」は、タルムード学校・祈禱室・ミクヴェなどからなる複合的
施設で、後にクラウスシナゴーグとなった。ただし、本書にあるような、「人
に知られないように」行ったとか、あるいは金を貸した相手に「誰にも言わ
ないように」約束させたという記述は、ペルッツの創作である。
７ ）アルトノイシナゴーグにある旗の刺繍をしたのは、リーブマン・ヒルシュ
か？（第XI章93）
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　　　未確認
８ ）マイスルの遺言は「ボヘミア語（チェコ語）で書かれていた」（第XV章）
というのは本当か？
　マイスルにチェコ語ができたことは確かで、ボヘミアの等族とも良好な関
係を維持していたらしいが、遺書の言語については未詳。
９）マイスルの遺産の行方に関しては、４章で述べたので繰り返さない。
プラハユダヤ人の歴史
年号 事　　　　　項
0世紀 この頃には、プラハに定住している。
096 第次十字軍による迫害
2世紀 モルダウ（ヴルタヴァ）川の右岸に集まり始める
25 「ラテラノ公会議」でキリスト教徒とユダヤ人との共生・共住を制
限する方策が策定される
240 「アルトシュール」（創建年次不詳、幾度も破壊、荒廃、再建を繰り
返す）、この頃再建の記録
254 プシェミスル・オタカル2世、「ユダヤ人法」を発布
270 「アルトノイシュール」創建  （現存）
3世紀 「ピンカスシナゴーグ」創建
346－78 カール4世の時代、概ね寛容
389 復活祭のポグロム。犠牲者3000人
393 ヴェンツェル4世、プシェミスル・オタカル2世の特権（恩恵）を継続
49-36 フス戦争時、フス派は、ユダヤ人に対して比較的寛容
439 アヴィグドル・カラ死亡。旧ユダヤ墓地の最古の碑文
50 国王ヴラディスラフ、ユダヤ人の特権を継続承認
59 現存する「ピンカスシナゴーグ」完成（535 ？）  （現存）
527 フェルディナント世、ユダヤ人の特権を継続承認
543-45 フェルディナント世、ユダヤ人をプラハから退去させる
55 ユダヤ人徽章、着用命令
557 フェルディナント世、ユダヤ人追放令（59までに）
562 フェルディナント世の引退により、帰還許可
564 「クラウスシナゴーグ」創建  （現存）
－  63  －
年号 事　　　　　項
567 マクシミリアン2世、度々延期されてきたユダヤ人の追放、最終的に
中止。
ボヘミアユダヤ人の特権を確認
568 「ホーホシナゴーグ」創建、マイスルの資金援助による  （現存）
570 この年以前に「ユダヤ市庁舎」創建（577説も）、マイスルの資金援助
57 皇帝マクシミリアン夫妻、ユダヤ人街訪問
577 皇帝ルドルフ2世、ユダヤ人の「特権」を確認。将来にわたってユダ
ヤ人をプラハから追放しないと約束
592 「マイスルシナゴーグ」創建。  （現存）
皇帝、マイスルに「特許状」交付
595 ゲットー内の家屋数　50
599 「ノイシナゴーグ」創建。
ヤーコプ・バシェヴィ（580-630）、「宮廷ユダヤ人」に任命さる
6 皇帝マティアス、ユダヤ人の特権を確認
63 この年以前に「ツィゴイナーシナゴーグ」創建
622-23 フェルディナント2世による「特権」。
ユダヤ人街、北部と東部に拡張。39軒の家屋を購入
627 「グローセンホーフシナゴーグ」創建（バシェヴィの資金援助により）。
皇帝フェルディナント2世、ユダヤ市庁舎を、市参事会と裁判権を備
えた自立的組織に格上げ
630 旧市街のマリア・アン・デア・ラーケ教会で、イエズス会士が「ヘ
ブライ語によるユダヤ人への説教」を始め、改宗を呼びかける
648 スウェーデン軍モルダウ左岸を占領するが、旧市街へは入れず。
ユダヤ人も橋の防衛に加わる。
フェルディナント３世による「特権」
650 プラハのユダヤ人の人口を制限する政策が始まり、68年以降にプ
ラハに来たユダヤ人に退去命令
680 プラハにペスト、3000人以上のユダヤ人が死ぬ
689 ユダヤ人街大火。家屋38軒、シナゴーグが被災
699 新しい門と扉が作られ、ゲットーは完全に旧市街から区切られた
726 ボヘミア・モラヴィア・シレジアに「家族法」。
家族数限定。Ｂ 8,45，Ｍ　5,06，Ｓ　9
745－48 マリア・テレジアによる追放。20,000人
752 帰還したユダヤ人に「ユダヤ人徽章」の装着の厳格化
754 ユダヤ人街大火
763－65 ユダヤ市庁舎再建。764塔にヘブライ文字の設置（689以前に時計
のついた小塔あり）
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年号 事　　　　　項
78 皇帝ヨーゼフ2世、「寛容令」公布。ユダヤ人徽章廃止
784 プラハを構成する４市を１市に統合
787 ユダヤ人墓地の使用停止。ユダヤ人街の外に住むことを許可
848 オーストリー憲法、ユダヤ人に他民族との同権を認める。「居住の自
由」も
850 旧ゲットー（ユダヤ人街）、プラハ市の「第５区」となり、「ヨーゼフ
シュタット」（ヨゼフォフ）と命名さる
857 旧ゲットー地区内のユダヤ人比率　72.9％
859 「家族法」の結婚制限、完全撤廃
867 ユダヤ人に完全な平等権
867 「アルトシュール」取り壊し
868 「アルトシュール」の跡地に「スペインシナゴーグ」建設  （現存）
890 旧ゲットー内のユダヤ人比率　2.57％
８．9世紀末の世紀転換期
１）ユダヤ人街の「衛生化」
　ここに一冊の本がある。旧市街を中心とする「衛生化」措置の00周年を記
念して出版されたものの一つである。この本のメリットはいくつかある。まず
は解体された全ての建物のリストがあること。家屋に番号が付されたのは770
年のことだが、旧市街、ヨゼフォフ（旧ユダヤ人街）、新市街の建物の家屋番号、
住所、解体年が全て記載されていることである。さらに解体以前の旧市街の該
当箇所の地図が付されていること。そして写真が53葉掲載されているのだが、
先に述べた地図上に、どの写真がどの位置からどの方向を向いて採られたもの
かを示す印が付いていることである。そして先の建物リストは、解体年順に並
べ替えることにより、何年にどのあたりの建物が集中的に解体されたかが判る
のである。下記の表はこのような操作に基づいて作成した。（小数は、解体が
複数年に跨っているため。）
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　ヨゼフォフだけを見ると、最初の年に解体された１軒は、旧ゲットーの北端
に近いところにある建物だった。96年から98年には、マイスルシナゴーグ周辺
の建物が集中的に取り壊されている。900年の１軒は旧ゲットーの西端に近い
ところにある建物。そして902年から904年にかけて取り壊されたのは、後に
「ニクラス通り」（現「パリ通り」）になる場所及びその周辺である。以後、解
体は集中的に取り壊された両地区の周辺に広がってゆくのである。このように
見てくると、最初に取り壊された１軒の意味が見えてくる。マイスルシナゴー
グ周辺が、ニクラス通りの言わば起点に当たる位置にあるとすれば、最初の一
軒は、その終点に位置している。その位置を現在のプラハの市街図で調べてみ
ると、そこはインターコンチネンタルホテルのすぐ前の、パリ通りの真ん中に
当たっている。「衛生化」の目的の一つが、旧市街広場から出るメインストリー
トの建設であったことが判ろうというものだ。
　文献　Pražská Asanace. K 00. výrocí vydání asanacního zákona pro
　　　　Prahu. (Acta Musei Pragensis 93）Praha: Museum hlavního mesta
　　　　Prahy 993.
「衛生化」による解体軒数（ヨゼフォフ地区）
年号 軒数 年号 軒数 年号 軒数
895 １ 902 8 909 27
896 2 903 3 90 ４
897 4 904 ４ 9 0
898 22 905 78 92 
899 ０ 906 4.5 935 ２
900 １ 907 2.5
90 ０ 908 6 計 278
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「衛生化」年表（ヨゼフォフ地区）
年号 事　　　　　項
893
旧ユダヤ人街全体および旧市街を対象とする「衛生化」（再開発）
の法令化。取り壊しは903年までの0年間の予定だったが、実際に
は895年から94年まで。新たな建築は、900年から94年。
895 取り壊し開始（１軒のみ）
896-98
ヨーゼフシュタット小路の南、エンゲ小路の東の地区、すなわちマ
イスルシナゴーグの周辺の取り壊し
896 「ラビ・レーヴの家」の取り壊し
898 「新シナゴーグ」取り壊し
90-04 後の「ニクラス通り」（現「パリ通り」）に相当する家屋の取り壊し
902 「グローセンホーフシナゴーグ」取り壊し
906 「ツィゴイナーシナゴーグ」取り壊し
「衛生化」により、ユダヤ人街では約300軒の家屋が取り壊された。
残ったものは、アルトノイ、ピンカス、ホーホ、クラウス、マイスル、
それにアルトシュールの後に建てられたスペインシナゴーグの六つ
のシナゴーグ、旧市庁舎、旧ユダヤ人墓地のみ
　本書最終章には次のような記述がある。
　「ユダヤ人街を最後に訪れたときのことは、それまでの幾度かのいずれのと
きにもまして、あざやかに私の記憶にのこっている。それは、長い夏期休暇に
はいる数日まえのことであった。私は、革紐でしばったノート類をかかえて、
ちょうどそのころに取り壊しがはじまっていた、かつてのゲットーのなかをと
おっていった。そして、驚いたのは、ヨーアヒム小路と黄金小路で、鶴嘴が家
並みを伐り透かしたはばひろい裂け目にいきあたって、そこから、それまで私
がまったく知らなかった大小の路地がのぞいてみえたことだった。」（平野嘉彦
訳「終焉」、『プラハ　ヤヌスの相貌』所収）
　　「ヨーアヒム小路」は、マイスルシナゴーグのすぐ南にあった小路。「黄金
小路」は、「エンゲ小路」と同じで、マイスルシナゴーグのすぐ西側にあった
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小路。この辺りが取り壊されていたのは、896年から98年の時期。上の引用の
すぐ後には「ブライテ小路の高徳のラビ・レーフの家も」壊されてしまったと
ある。「ブライテ小路」は、後の「ヨーゼフシュタット小路」、この通りに面し
た家屋番号90番の建物が、ラビ・レーヴの家とされている。それも、896年に
取り壊された。その他にも色々な建物の名前が記されているが、それらは今の
ところ確認できない。以上の情報だけで判断すれば、「私」が、ユダヤ人街を
最後に訪れたのは、夏休みの前であるから、897頃と考えてよさそうである。
　家庭教師ヤーコプ・マイスルの家は、「ツィゴイナー小路」にあるとされて
いる。旧「ツィゴイナー小路」は、「ツィゴイナーシナゴーグ」から北側に延
びていたが、後に南に延びる「ツァイケルレ小路」と合わせてそう呼ばれるよ
うになったらしい。それゆえ「ゲットーの目抜き通りであるブライテ小路から、
モルダウ川沿いの地域へつづいている」のだが、そのどのあたりにヤーコプの
家があったのかはわからない。家庭教師と「私」は、窓から、解体作業が続く
現場を見下ろしているようである。しかしそこから、取り壊し作業真最中の、
マイスルシナゴーグ周辺地域が、どの程度見えたのかどうかはわからない。な
ぜなら、「ツィゴイナー小路」に面した家屋の西側に90年から04年にかけて
解体される家屋群があるが、それらが亡くならなければ、「ツィゴイナー小路」
から96年ごろに解体された家々を見遥かすことは難しいように思えるからだ。
「ツィゴイナー小路」の家々に鶴嘴がおろされるのは、905年以降のことであ
る。家庭教師の部屋が、高い塔の上にでもあれば、話は別なのだが。
　
２）「ボヘミアの自由」
　「白山の戦い」によって失われた「ボヘミアの自由」が、それからどうなっ
たか、ペルッツの本は、何も描いていない。しかし終章「エピローグ」で描か
れる、旧ユダヤ人街を含む旧市街の「衛生化」は、300年後に自由を獲得した
ボヘミア人によって決定され、遂行されたものである。そうであるなら、「ボ
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ヘミアの自由」が再生する過程を一瞥しておくことも意味がないとは言えない
だろう。
　ところで「白山の戦い」によって、ボヘミアが失ったものは何だっただろう。
まずは、プロテスタントの信仰の自由（フス派、兄弟団、ルター派、カルヴァ
ン派）。それから政治的自由（政治的決定はウィーンで行われるようになった）。
「宗教は十六世紀にはナショナリズムをあらわす言葉であった」と、イギリス
の歴史家は語った。この言葉は、ボヘミアにもそのまま妥当するのだ。最後に
言語の問題。確かにチェコ語は禁止されはしなかった。しかしボヘミア貴族や
市民の顔は全てウィーンを向いていたのだ。チェコ語は、田舎の農民の言語に
まで落ちぶれたというのは、極端な見解であるとしても、ドイツ語の比重が高
まってくるのはいなめなかっただろう。
　だとすれば、「ボヘミアの自由」の回復とは、プロテスタントの復権、政治
的自主権の確立、政治的・文化的用語としてのチェコ語の確立を意味すること
になる。その過程は、いつから始まったのか。後に独立したチェコスロヴァキ
アの大統領になるT．G．マサリクは、902年にシカゴ大学での講義で、オー
ストリーの啓蒙専制君主ヨーゼフ２世の改革がその始まりだとし、「わが民衆
の再生と呼ばれるものは、かくして再プロテスタント化への歴史的過程であ
り、わが宗教改革理念の継承でした」と、再生の宗教的側面を強調している。
この見解が、どの程度一般に受け入れられているか、あるいはどの程度正しい
かは、まだ判断できないが、宗教的再生が、全面的再生の基礎になったとはい
えそうに思われる。マサリクの示唆により、ヨーゼフ２世による「寛容令」以
降の、ボヘミアの歴史から、当面の問題に関わりがありそうな歴史的事実を抜
き出してみた。このリストはいくらでも増やすことができようが、全体として
みれば、宗教的再生から、言語的再生を経て、政治的再生へと進んでいった道
筋が見えるように思われる。ボヘミア（チェコ）は、オーストリー（ドイツ）
から、次第に身をもぎ離してゆき、最後には完全に自立を遂げるのである。
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　ヨーゼフ２世の改革は、確かに挫折したが、その理念は後に実現する。「オー
ストリアの啓蒙絶対君主の改革的精神である『ヨーゼフ主義』は、十八世紀末
にドイツ化にたいする抵抗勢力のなかではぐくまれ、やがて諸領邦の民族的再
生運動の原動力になったのである。」（稲野強「ハプスブルク家支配の確立」、『ド
ナウ・ヨーロッパ史』所収）
ボヘミア人の世紀転換期
年号 事　　　　　項
773 イエズス会の解散
78
皇帝ヨーゼフ２世、「寛容令」。「兄弟団」を除くプロテスタント諸派を
容認。
ボヘミア諸邦で農奴制廃止
784 ヨーゼフ2世、公用語として、ドイツ語を強制する言語令発布
790 ヨーゼフ2世、改革勅令の多くを撤回
792 ドブロフスキー『チェコの言語と文学の歴史』
88 「ボヘミア王国博物館」創設（→885「国民博物館」）
835 ユングマン『チェコ語・ドイツ語辞典』（～ 39）
836 パラツキー『ボヘミア史』第巻刊行（867全5巻完結）
848
プラハで「汎スラヴ人会議」
プラハで聖霊降臨祭蜂起、鎮圧
854 ボジェナ・ニェムツォヴァー『おばあさん』
86
プラハの地方選挙でチェコ人がドイツ人に勝利。以降、プラハ市の自治
の主導権は、チェコ人が握る。
チェコ語とドイツ語の同権化。以降、小学校（862）、中学校（866）に、
教育言語として、ドイツ語と並んで、チェコ語が導入される
862 チェコ人の青年スポーツ団体「ソコル」結成
865 パラツキー、「オーストリア国家理念」（帝国の連邦化）発表開始
866 プラハの市壁撤去決定（約20年かけて撤去）
867
チェコ人議員、ボヘミア議会への出席拒否による「受動的抵抗」開始
チェコ人議員、帝国議会ボイコット
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年号 事　　　　　項
869 プラハの工業大学校のドイツ語部とチェコ語部への分割認可
87 皇帝、ボヘミア諸邦の自治承認
878 チェコ人議員、ボヘミア議会での「受動的抵抗」終了
879 チェコ人議員、帝国議会での「受動的抵抗」終了
880
オーストリーのターフェ首相による「言語令」（ボヘミア・モラヴィアの
行政に関して、ドイツ語とチェコ語の同権を規定）
88 プラハに「国民劇場」完成（同年焼失、883再建）
882 プラハ大学、チェコ部とドイツ部に分割
885 「国民博物館」定礎（890完成）
886 ドイツ人議員・リベラル、ボヘミア議会での「受動的抵抗」開始
890
プラハのヴァーツラフ広場に「国民博物館」完成
ドイツ人議員、ボヘミア議会での「受動的抵抗」終了
89 プラハで「領邦博覧会」
893 「衛生化法」制定
897
オーストリーのバデニー首相の「言語令」。官吏たちにチェコ語とドイ
ツ語双方の能力を要求。（ドイツ人の反対により899年に撤回）
899 ボヘミア・オリンピック委員会創立
908 プラハで「汎スラヴ会議」
95
フスと支持者たちの群像、プラハの旧市街広場で除幕式（7月6日、フス
火刑500年）。
96 マサリク、パリでチェコスロヴァキア国民評議会結成
98
マサリク、アメリカでチェコスロヴァキア独立宣言（0.8.）
ハプスブルク帝国、無条件降伏受諾（0.28.）
プラハの国民委員会、チェコスロヴァキアの独立を宣言（0.28.）
旧市街広場の「マリア柱像」破壊（.3.）
９．おわりに
　結局はどういうことになるだろう。レーオ・ペルッツの視点は、ということ
だ。「三民族の都市」といわれるプラハの歴史を簡単にまとめるのは無謀のそ
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しりを免れないだろうが、敢えてやってみると、こうなるだろう。6世紀から
7世紀への転換期に、ボヘミア（プロテスタント）はオーストリア（カトリッ
ク）に負けた。ユダヤ（マイスル）は、オーストリア（ルドルフ）に勝った。
9世紀から20世紀への転換期には、ボヘミアはオーストリアに勝った。ユダヤ
は、そのボヘミアに負けた。結局、ボヘミアは再生し、プラハのユダヤ人は敗
北したのだ。敗北の始まりは、逆説的になるが、ユダヤ人の解放と一致しよう。
やはりヨーゼフ２世の時代である。「衛生化」とは、ユダヤ人の敗北の終幕だっ
た。「マイスルの財産」は、完全になくなってしまった。その後に建設された、
旧ユダヤ人街に建ち並ぶアール・ヌーボーの瀟洒なアパート群、そんなものを
ペルッツは決して見たくはなかったのだろう。たとえ、「マイスルの財産」の
いくつかが残されたとしても、それらは、単なる「書き割り」に過ぎなかった
のである。
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